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羽田空港

2
0
1
4
年
〜
2
0
2
2
年
を
ふ
り
返
る
と
み
え
る
、

大
田
区
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、問
題
や
課
題
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

奈
須
り
え
か
ら
み
た
大
田
区
の
問
題
や
課
題
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

み
な
さ
ん
の
声
と
一
緒
に
、も
っ
と
よ
い
大
田
区
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

知
れ
ば
よ
く
な
る

大
田
区
の

問
題
と
課
題

羽田空港の跡地開発

大田区にカジノ？

田園調布せせらぎ公園の開発

羽田空港飛行ルート空港の変更

これ、本当に大田 区民のためですか？

リニアの地下工事

山王小に隣接した ホテル

平和島公園の樹木伐採

入新井 第一小の複合化

蒲蒲線（新空港線）

大田区の財政

●東洋英和女学院高等部・短期大学卒業
●青山学院大学卒業
●大田区立調布大塚小学校PTA副会長
1992～1997年  夫の転勤に伴い香港在住
2003年  大田区議会議員初当選 現在5期目
■羽田空港増便問題を考える会  
■リニア市民ネット
■公共サービスを考える会  
■景観と住環境を考える全国ネットワーク  
■戦争をさせない1000人委員会
■呑川ネットワーク連絡協議会  
■やめて！水道民営化
■田園調布せせらぎ公園の緑を守る会
■大人のための社会科教室
●大田区北千束在住

［所属委員会］
常任委員会  まちづくり環境委員会
特別委員会  交通臨海部活性化特別委員会

奈須りえ
大田区議会議員／市民政策アナリスト

なす

10年後、20年後、未来の  大田区のために、今、考えてみませんか？　
働
き
と
負
担（
税
・
社
会
保
険
料
）に

見
合
っ
た
、収
入
や
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
を
守
る
に
は
・・・

　

利
便
性
や
快
適
性
だ
け
で
進
み

過
剰
な
税
負
担
を
伴
う
開
発
を
見
直
す
に
は
・・・

　

生
老
病
死
を
リ
ス
ク
に
し
な
い
社
会
に
す
る
に
は
・・・・

　

人
が
暮
ら
し
、生
き
物
が
棲
む
自
然
や
環
境
を
大
切
に
す
る
に
は
・・・

　

格
差
の
固
定
化
を
許
さ
ず
、私
た
ち
の
声
が
届
く
、

フ
ェ
ア
な
民
主
主
義
を
実
現
す
る
に
は
・・・

少
し
先
の（
未
来
の
）

大
田
区
に
つ
い
て
、

奈
須
り
え
と
一
緒
に

考
え
ま
せ
ん
か
。

1

4

5

6 3

7

9

10

8

2
　国際線増便のため、
騒音・落下物などのリスクより
経済を優先して始まった都心
低空飛行。コロナで便数激減でも
止みません。

　国から165億円で購入しながら、
事業者に開発させるため、隣地より約10倍
安く50年貸し出しています。165億円の財源は
社会保障のための増税・増収分です。

　オリンピックを理由にホテルを増築し、
その駐車場25台のために193本の木を
切ってしまいました

　旅館業法の規制緩和で、山王小に隣接し
フロントの無いホテルができてしまいました。

　大田区内をリニアが通る計画です。
シールドトンネル経路は、呑川・洗足池下
水道幹線と交差するので、外環道のような
陥没が心配です。

　公園内の開発を可能にするため、
公園条例を改正し、1300本もの樹木を
切ってしまいました。民地の緑が減るばかり
ですが、区は公園の緑さえ守れません。

　蒲田と蒲田を地下でつないでも、地下化
するのでJR蒲田や京急蒲田の乗り換えが
不便になります。しかも区の負担317億円は
京急蒲田まで。羽田までいくらになるかも
わかりません。

　校庭などの余った容積率を使って、
周辺の施設も一緒に建て替える学校複合化は、
工期が長期化し、こどもに負担が大きいうえ、
建設費が一時期に集中するなど、問題です。

　羽田の第一第二ゾーン合わせた「HANEDA 
GLOBAL WINGS」は、総合リゾート（IR）５要件
の４つを満たしています。大田区は、カジノに
反対していないため、東京都がカジノに手を
あげれば従いそうで気が抜けません。

　社会保障のための増税が繰り返されるのは、
使い途の優先順位が大規模な開発や箱モノで、
区民生活に使われないからです。
しかも、１千億円も余らせて長期の国債を
買い始めています。
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フェアな
民主主義を！

2014年9月、「フェアな民主主義を！」
をスローガンに、新生「奈須りえ」が
いよいよ始動します。
このニュースレターを通じて皆さまに
奈須りえの大田区政に対する思いを
お伝えしていこうと思います。

スローガンは「フェアな民主主義を！」
　議員になって感じたのが、民主主義が多数決でしかないということでした。十分な説明も議論も無い
まま、形式だけを整え粛 と々大切なことが決まっていく。少数意見は発言の機会を与えられないことすら
あり、昨今は、さらにひどくなっているように感じています。
　少数意見をとりあげない政治は、多数の横暴につながり、発言の機会の平等だけでなく、結果の平等
も保てなくなります。現在の格差社会も、「フェア」でない民主主義がまねいた結果ではないでしょうか。
フェアな民主主義を取り戻すため、まずフェアな大田区議会にしたいですね。

なすの提言・・・［生活するまちVSきれいな街］
　最近、まちがとてもきれいになってきたと思いませんか？
まちがきれいになるのは悪いことではありません。しかし、そこに私
たちの税金が使われ、希望する保育園や特別養護老人ホームの
整備が進まないとしたらどうでしょう。大田区の保育園待機児は
613人、特別養護老人ホーム待機者は約1550人にもなります。
　「再開発」という手法で税金を使い「建物を建て替え、広場や道
路などを整備」し、「きれいな街」にしています。
　大田区ですと、京浜急行 蒲田駅周辺・糀谷駅前の開発がそれ
にあたります。これから、JR蒲田駅・大森駅でも計画され、今後も
拡大予定があります。

東京都や大田区と事業者、一部の
区民だけで決めるのはフェアじゃない
　東京都や大田区は、再開発事業にかかる費用の試算もせず、
事業者と地権者など利害関係者の意見だけで計画されます。
多くの区民は口を挟む余地すらないのが現状ですが、再開発に
かかる莫大な費用は税金から大田区民が負担しなければなりま
せん。そして、その負担した分、保育園や特別養護老人ホームに
かける税金が減ります。
　大田区は、再開発について計画段階から広く区民に情報公開
し説明責任をはたすべきです。広く区民に計画の内容を知らせる
ことが、限りある区民の財産を有効に使い大田区を「生活する
まち」にすると奈須りえは考えます。

▲お話しをうかがうたびに、いろんな方から勇気と元気をいただき
ます。（地元、大岡山の商店街で）

vol.0
創刊準備号

Sep.2014

内部討議資料教えてなすちゃん！その①「公立学校の民間委託」の話
　今、大阪府では、株式会社が公立学校に参入の動きがあります。
大田区の教育委員会は「考えていない」と答えていますが、同じ大田区の違う部署では10年前、公立の大型保育園を２園、
計画より1年前倒しにして民間委託をしました。うかうかしていると、いつの間にか公立学校が民間委託され始める！
なんてこともありえます。
　なぜ、「民間委託」それも「株式会社参入」を気にしなくちゃいけないのか？
それには、理解しておかなくてはいけない考え方があります。
「営利と非営利」次回は、これにについてお話します。

【プロフィール】
1980年神田山陽に入門。反戦反核を訴えた
『講談はだしのゲン』で日本雑学大賞受賞。
89年、真打ち昇進。日本園芸家連合加盟。
講談協会会員。一貫して平和・人権を訴え続けている。

Information

Information（予告）

11月25日（火）19：00～21：30
会場：大田文化の森

10月15日（水）19：00～20：30会場：大田区消費者生活センター 大集会室　
（大田区蒲田5-13-26／蒲田駅より徒歩3分、大田区役所先→蒲田駅前図書館のトナリ）

同志社大学大学院
ビジネス研究科教授浜 矩子氏 元西武百貨店

　　　社長水野誠一氏

ゲスト：講談師 神田 香織氏

主催：まちづくり エンパワメント　

シンポジウム

「アベノミクスと地域経済」

Nasu Rie NEWS

フェアな
民主主義を！

vol.0

はじめまして   奈須りえです。

はじめまして！
なすです。

まずは、自己紹介から・・・
○1961年東京都生まれ
○東洋英和女学院高等部卒業
○東京英和女学院短期大学卒業
○青山学院大学卒業
○東京海上火災保険株式会社勤務
○日本健康福祉用具工業会勤務
○大田区立調布大塚小学校PTA副会長
1992～1997年　夫の転勤に伴い香港在住
2003年 ○大田区議会議員初当選
2007年 ○大田区議会議員二期目当選
2011年 ○大田区議会議員三期目当選

「市民 シンクタンク まちづくりエンパワメント」 
「景観と住環境を考える全国ネットワーク」
「呑川ネットワーク」
「戦争させない1000人委員会」

◎家族構成：夫、子ども3人（長男、男女の双子）
　　　　　大田区北千束在住

企業勤務の後、地方都市や海外で子育てを
した経験をもとに大田区の児童館企画書を書
いたことがきっかけとなり大田区議を10年務める。
議員時代から、子育て、介護、障害、環境、財政、まちづくりなど、
政策評価の視点から取り組んできた。
現在、市民政策アナリストとして、特に情報の少ない国家戦略特
区等による規制緩和について経済最優先、民主主義の形骸化の
視点から警鐘をならしている。

奈須りえホームページ： http://nasurie.com
奈須りえブログ： http://ameblo.jp/nasurie/

ツイッター／facebook でも
情報発信中！

［奈須りえ後援会］　電話：03-5763-5091　FAX：03-5763-5097　メールアドレス：office@nasurie.com

10年の
確かな実績
と実力
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岡
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行
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に
身
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で
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政策発表会「フェアな民主主義を大田に！」開催！

奈須りえからの提言も聞いてください。
「フェアでもっと元気な大田区」にするには
“あなたの力”が必要です！

気になる

そこんとこ、どうなの？
ちゃんと、考えてみよう！
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］vol:1  発

行
：
フ
ェ
ア
な
民
主
主
義

フ
ェ
ア
な

民
主
主
義
を！

“お
ひ
と
り
さ
ま
”も
、老
後
も
、大
田
区
で
！

̶
高
齢
者
の
環
境
変
化
と
大
田
区
政
̶

大
田
区
の
課
題
解
決
の
優
先
順
位
が
大
き
く
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
N

H
K ス
ペ
シ
ャ
ル「
老
人
漂
流
社
会
」で
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、中
で
も
生
活
保

護
水
準
以
下
の
年
金
収
入
し
か
な
い
高
齢

者（
65 歳

以
上
）の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。年
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
、医
療

や
介
護
の
負
担
が
重
く
な
る
中
、

必
要
な
治
療
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
ど
う
提
供
し
て
い
く
か
は

大
田
区
に
も
求
め
ら
れ
て
い

る
大
き
な
課
題
で
す
。

　
来
年
度
か
ら
行
わ
れ
る

介
護
保
険
の
改
正
で
は
、

比
較
的
軽
度
な「
要
支
援
」の

訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

や
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）を

介
護
給
付
か
ら
は
ず
し
、地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
さ

さ
え
る
仕
組
み
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。一
律
に「
要
支

援
」か
ら
地
域
支
援
事
業
に
移
行
す
れ
ば
、専
門
性
を

も
っ
た
予
防
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
重
症
化
す
る
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
も
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
う
と
一
口
に
言
い

ま
す
が
、地
域
ご
と
に
高
齢
化
率
※

1や
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
割
合
※

2も
大
き

く
違
う
う
え
、担
い
手
で
あ
る
地
域
の
状

況
も
異
な
る
た
め
、地
域
で
支
え
る
と
い
う

の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
の
制
度
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、

大
田
区
が
責
任
を
も
っ
て
と
り

く
む
べ
き
で
す
。

　
地
方
が
既
に
高
齢
化
し
て

い
る
中
、こ
れ
か
ら
都
市
部

に
お
い
て
急
速
に
高
齢
化
が

進
み
ま
す
。地
方
分
権
に
よ
り

子
育
て
や
教
育
、障
が
い
、介

護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
責
任
主

体
が
大
田
区
に
整
理
さ
れ
ま
す
が
、

大
田
区
の
責
任
は
果
せ
る
の
で
し
ょう
か
。

大
田
区
に「フ
ェ
ア
な
民
主
主
義
を！」

　
公
平
な
政
治
シ
ス
テ
ム
の
は
ず
の
民
主
主
義
に
、あ
え
て「
フ
ェ
ア
」と
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
く
ら
い
政
治
に
信
頼
が
も
て
ま
せ
ん
。

　
だ
か
ら
と
言
っ
て
政
治
に
失
望
し
遠
ざ
か
っ
て
も
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。変
わ

ら
な
い
ど
こ
ろ
か
関
心
の
な
い
の
を
良
い
こ
と
に
、一
部
の
ひ
と
が
民
主
主
義
の

仕
組
み
を
使
っ
て
制
度
を
変
え
て
き
た
結
果
が
今
の「
格
差
社
会
」日
本
で
す
。

　
で
も
、日
本
国
憲
法
は
私
た
ち
の
手
に
あ
り
ま
す
。主
権
者
は
私
た
ち
国
民
。

国
会
議
員
も
裁
判
官
も
公
務
員
も
憲
法
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
私
が

10 年
間
、区
議
会
議
員
と
し
て
得
た
経
験
を「
フ
ェ
ア
な
民
主
主
義
」

実
現
の
た
め
に
つ
か
い
ま
す
。

vol.1 創
刊
号
！

N
ov.2014

内
部
討
議
資
料

田
園
調
布

雪
谷

蒲
田
東

田
園
調
布

区
内

18 特
別
出
張
所
の
う
ち
、

高
齢
化
率
が

い
ち
ば
ん
高
い
の
は
、田
園
調
布
・・・
25.1%

い
ち
ば
ん
低
い
の
は
、雪
谷
・・・・・・・19.4%

区
内

18 特
別
出
張
所
の
う
ち
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
割
合
が

い
ち
ば
ん
高
い
の
は
、蒲
田
東
・・・・・

12.6%
い
ち
ば
ん
低
い
の
は
、田
園
調
布
・・・・

5.6%

※
1

※
2

大
田
区
の

高
齢
者
の

10 人
に

1 人
は

「
ひ
と
り
暮
ら
し
」

で
す
。

教
え
て
な
す
ち
ゃ
ん！「
公
立
学
校
を
株
式
会
社
が
運
営
」?

　
公
立
学
校
の
運
営
を
民
間
事
業
者（
株
式
会
社
）に
認

め
る
制
度
改
正
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
株
式
会
社
は
株
主
の
利
益
を「
最
優
先
」し
ま
す
。

利
益（
配
当
）を
た
く
さ
ん
出
す
た
め
に
は
、「
賃
金
を
下
げ

る
」「
売
り
上
げ
を
上
げ
る
」な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

▲
10 月

15 日
 政
策
発
表
集
会

左
か
ら
、内
田
聖
子
さ
ん（
パ
ル
ク
事
務
局
長
）

神
田
香
織
さ
ん（
講
談
師
）・
水
野
誠
一
さ
ん（
西
武
百
貨
店
元
社
長
・
元
参
議
院
議
員
）

▶
た
と
え
ば
学
校
の
場
合
、

●
先
生
の
給
与
を
下
げ
れ
ば
利
益
が
増
え
ま
す
。と
こ

ろ
が
、日
本
の
先
生
は「
世
界
一
」忙
し
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。（
経
済
協
力
開
発
機
構（

O
EC

D
）の
国
際
調
査
）。

も
っ
と
給
与
が
下
が
る
こ
と
に
な
れ
ば
、い
い
人
材
が
確
保
で

き
る
か
心
配
で
す
。

●
す
で
に
大
田
区
の
学
校
給
食
は
民
間
委
託
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、食
材
は
大
田
区
の
栄
養
士
が
調
達
し
て
い
ま
す
。民
間

委
託
に
な
っ
た
ら「
利
益
」を
出
す
た
め
に
、食
材
の
質
を
落
と

す
学
校
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
部
活
に
か
か
る
費
用（
道
具
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
）は
生

徒
が
負
担
し
ま
す
が
、「
売
り
上
げ
を
増
や
す
」た
め
に
、個
人

負
担
が
、今
よ
り
増
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
し
か
も
、政
治
か
ら
の
中
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
教
育
で

す
が
、学
校
を
受
託
し
た
株
式
会
社
は
直
接
の
雇
い
主
で

あ
る
大
田
区
長
や
政
府
の
意
向
に「
過
度
に
」合
わ
せ
た

教
育
を
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
学
校
の
民
間
委
託
は「
全
体
の
奉
仕
者（
憲
法
第

15 条
）」と
し
て
国
民
の
た
め
に
行
動
す
る
先
生
か

ら
、株
主
の
た
め
に
行
動
す
る
先
生
に
変
わ
る
と
い

う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。い
ま
、憲
法
や
教
育
な
ど
国
の

か
た
ち
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
て
、戦
前
に
似
た
制

度
や
仕
組
み
が
復
活
す
る
気
配
を
感
じ
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、ど
う
考
え
ま
す
か
？

【
ア
ー
サ
ー・ビ

ナ
ー
ド
】

Arthur B
inard  詩

人
 

1967 年
、米
国
ミ
シ
ガ
ン
州

生
ま
れ
。

コ
ル
ゲ
ー
ト
大
学
卒
業
後
、

来
日
。

詩
集『
釣
り
上
げ
て
は
』（
思

潮
社
）で
中
原
中
也
賞
な
ど
。

【
鎌
仲
み
ゆ
き
】映
像
作
家

代
表
作「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
ー
世
界

の
終
わ
り
に
」「
六
ヶ
所
村
ラ
プ

ソ
デ
ィ
ー
」「
ミ
ツ
バ
チ
の
羽
音

と
地
球
の
回
転
」

新
作「
小
さ
き
声
の
カ
ノ
ン
ー

選
択
す
る
人
々
」3 月

7 日
よ
り

順
次
公
開
。

2015 年2 月
14 日（

土
）14 ：00 ～

16 ：30

会
場
：大
田
区
民
ホ
ー
ル・ア

プ
リ
コ

  展
示
室

（
大
田
区
蒲
田

5-37-3 ／
JR
蒲
田
駅
東
口
よ
り
徒
歩

3 分
）

参
加
費
：1,000 円

カ
ッ
プ
ル
割
引
：2 人

で1,500 円
!

（
男
女
で
も
、男
同
士
、女
同
士
、親
子
な
ど
、2 名

1 組
な
ら

O
K ！
）

奈
須
り
え R

eport

N
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vol.1

奈
須
り
え自
己
紹
介
し
ま
す

1961 年
東
京
都
生
ま
れ

●
東
洋
英
和
女
学
院
高
等
部
卒
業

●
東
洋
英
和
女
学
院
短
期
大
学
卒
業

●
青
山
学
院
大
学
卒
業

●
東
京
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
勤
務

●
日
本
健
康
福
祉
用
具
工
業
会
勤
務

●
大
田
区
立
調
布
大
塚
小
学
校

PTA 副
会
長

1992 ～
1997 年

  夫
の
転
勤
に
伴
い
香
港
在
住

2003 年
～

  大
田
区
議
会
議
員（

3 期
）

■「
市
民

 シ
ン
ク
タ
ン
ク

 ま
ち
づ
くり
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」 

■「
景
観
と
住
環
境
を
考
え
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

■「
呑
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

■「
戦
争
さ
せ
な
い

1000 人
委
員
会
」

●
家
族
構
成
：
夫
、子
ど
も

3 人
　（
長
男
、男
女
の
双
子
）大
田
区
北
千
束
在
住

奈
須
り
え
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

 http://nasurie.com
奈
須
り
え
ブ
ロ
グ
：

 http://am
eblo.jp/nasurie/

ツ
イ
ッ
タ
ー
／

Facebook で
も
情
報
発
信
中
！

［
フ
ェ
ア
な
民
主
主
義

 事
務
局
］ 電
話
：03-5763-5091  FAX ：03-5763-5097  メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス：

office@
nasurie.com

10 年
の

確
か
な
実
績

と
実
力

「
わ
た
し
が
大
田
区
議
会
議
員
に
な
っ
た
ら
」

奈
須
り
え

ア
ー
サ
ー
・ビ
ナ
ー
ド

特
別
ゲ
ス
ト：鎌

仲
み
ゆ
き
／
怒
れ
る
女
子
会

 太
田
啓
子
・
武
井
由
起
子
（
弁
護
士
）

そ
の

2

さ
て
、次
回
は

「
民
営
化
や
民
間
委
託
の
効
果
と
は
？
」

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

Inform
ation

バ
レ
ン
タ
イ
ン

特
別
企
画
♥

▼
11 月

6 日
 対
談「
ニ
ッ
ポ
ン

 
　
こ
の
ま
ま
で
い
い
ん
で
す
か
？
」

　
孫
崎
享
さ
ん（
元
外
務
省
情
報
局
長
）と

予
算
が

700 億
円
増
え
て
も

「
財
政
は
厳
し
い
」！？

財
政
が
厳
し
い
と
先
お
くり
さ
れ
る
の
は

保
育
園
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
社
会
保
障
の
課
題
で
す
が
、大
田
区
は

本
当
に
財
政
が
厳
し
い
の
で
し
ょう
か
。

私
が
区
議
会
議
員
に
な
っ
た

2003 年
に
く
ら
べ
、12 年

で
予
算
は
約

700 億
円
！ナ
ン
ト

4 割
も
増
え
て
い
ま
す
。

700 億
円
増
え
た
の
に
、そ
れ
で
も「
財

政
が
厳
し
い
か
ら
保
育
園
も
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
も
足
り
な
い
」は
、と
お
り

ま
す
か
？

私
は
優
先
順
位
の
問
題
だ
と
考
え

ま
す
。

子
育
て
介
護
よ
り
優
先
さ
れ
る

空
港
跡
地
開
発

?
大
田
区
は

500 億
円
か
け
て
羽
田
空
港

跡
地
を
開
発
し
箱
モ
ノ
を
建
設
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。国
に
も
で
き
る
跡
地
開
発

に
大
田
区
民
の
税
金
が
使
わ
れ
れ
ば
、大

田
区
に
し
か
とりく

む
こ
と
の
で
き
な
い
問

題
は
先
お
くり
に
な
り
ま
す
。

地
方
分
権
で
大
田
区
の
責
任
は

ま
す
ま
す
大
き
い

地
方
分
権
で
国
か
ら
大
田
区
に
権
限

が
お
り
て
、子
育
て・
介
護
・
障
が
い
な

ど
社
会
保
障
の
責
任
は
大
田
区
に
整

理
さ
れ
ま
し
た
。大
田
区
は
、責
任
を
果

た
せ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

大
田
区
の
責
任
は
大
き
く
な
り
ま
し
た

が
、区
民
も
住
民
税
一
律

10 ％
、消
費

税
は

5 ⇒
8 ％
と
相
応
の
負
担
を
し
て
い

ま
す
。区
民
が
支
払
う
住
民
税（
特
別

区
民
税
）・
消
費
税
は
大
田
区
民
の
生

活
課
題
解
決
に
使
わ
れ
て
い
る
か
疑

問
で
す
。

経
済
学
者
ピ
ケ
テ
ィ
の
指
摘

す
る
格
差
拡
大
の
カ
ギ
を

に
ぎ
る
大
田
区
政

話
題
の
経
済
学
者
ピ
ケ
テ
ィ
は
、「
富
の

再
分
配
」が
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
格
差
が富

「。
す
ま
い
て
し
摘
指
と
る
い
て
し
大
拡の
再
分
配
」は
税
の
集
め
方
と
と
も
に
集

め
た
税
金
を
ど
う
住
民
生
活
に
使
う
か
と

い
う
問
題
で
、そ
の
分
配
の
お
も
な
責
任

が
大
田
区
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

羽
田
空
港
の
跡
地
開
発
に
大
田
区
民
の

税
金

500 億
円
を
使
っ
て
い
る
場
合
で

し
ょ
う
か
。国
が
ア
ベ
ノミ
ク
ス
で
経
済
政

策
を
優
先
し
、大
田
区
も
跡
地
開
発
に

500 億
円
も
税
金
を
使
う
な
ら
、い
っ
た

い
誰
が
子
育
て・介

護・障
が
い・教

育
な

ど
社
会
保
障
に
取
り
組
む
の
で
し
ょう
。

口
利
き
政
治・利

権
政
治
か
ら

区
民
の
声・女

性
の
声
が
届
く

大
田
区
政
に
！

一
部
の
人
た
ち
の
た
め
だ
け
の
要

望
を
か
な
え
る
口
利
き
政
治
、利
権

政
治
で
は
、大
田
区
民

70 万
人
の

暮
ら
し
は
ま
も
れ
ま
せ
ん
。

区
民
の
声
！
女
性
の
声
！
が
も
っ
と

届
く
よ
う
大
田
区
政
に
挑
戦
し
ま
す
！

N
EW

S
な
す

奈
須
り
え

前
大
田
区
議
会
議
員

 奈
須
り
え［
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
］vol:3  発

行
者
：
フ
ェ
ア
な
民
主
主
義

内
部
討
議
資
料

大
田
区
は
、財
政
が
厳
し
い
か
ら
保
育
園
も
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
も
足
り
な
い
？ 選
挙
直
前
号
！

M
ar.2015

フ
ェ
ア
な

民
主
主
義
を！

vol.3 2015 春

4 月
26 日 （

日
）

大
田
区
区
長

区
議
会
議
員
選
挙

選
挙
に

行
き
ま
し
ょ
う

財
政
が
厳
し
い
の
？

優
先
順
位
で
し
ょ！

だ
か
ら
、

大
田
区
政
に
挑
戦

!

事
務
所
開
設
し
ま
し
た
！

大
森
西
二

郵
便
局

大
森
西
二

郵
便
局
前
バ
ス
停

東
武

ス
ト
ア

ヤ
マ
ト

運
輸
事
務
所

区
立
大
森
第
八

中
学
校

沢
田

交
差
点

蒲
田

大
森

七 環

バ
ス
通
り

沿
い

大
田
区
大
森
西

1-15-14

ど
ち

ら
を

優
先

!？

億

［
フ
ェ
ア
な
民
主
主
義

 事
務
局
］　
電
話
：03-5763-5091 　

FAX ：03-5763-5097 　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

office@
nasurie.com

奈
須
り
え
の
政
策

参
議
院
議
員

  福
島
み
ず
ほ 1961 年

 東
京
都
生
ま
れ

●
東
洋
英
和
女
学
院
高
等
部
卒
業

●
東
洋
英
和
女
学
院
短
期
大
学
卒
業

●
青
山
学
院
大
学
卒
業

●
東
京
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
勤
務

●
日
本
健
康
福
祉
用
具
工
業
会
勤
務

●
大
田
区
立
調
布
大
塚
小
学
校

PTA 副
会
長

1992 年
～

1997 年
  夫
の
転
勤
に
伴
い
香
港
在
住

2003 年
～

  大
田
区
議
会
議
員（

3 期
）

■「
市
民

 シ
ン
ク
タ
ン
ク

 ま
ち
づ
くり
エ
ン
パ
ワ
メ
ント
」 

■「
景
観
と
住
環
境
を
考
え
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

■「
呑
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

■「
戦
争
さ
せ
な
い

1000 人
委
員
会
」

●
家
族
構
成
：
夫
、子
ど
も

3 人
　（
長
男
、男
女
の
双
子
）大
田
区
北
千
束
在
住

奈
須
り
え
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

 http://nasurie.com
奈
須
り
え
ブ
ロ
グ
：

 http://am
eblo.jp/nasurie/

ツ
イ
ッ
タ
ー
／

facebook で
も

情
報
発
信
中
！

五
十
嵐

 敬
喜

 （
法
政
大
学
名
誉
教
授・弁

護
士
）

太
田

 啓
子

 （
弁
護
士
）

鎌
田

   慧
  （
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

水
野

 誠
一

 （
西
武
百
貨
店
元
社
長・元

参
議
院
議
員
）

安
中

 正
行

 （
い
の
くら
屋

  中
央
）

石
川

 み
の
り

 （
サ
ポ
ー
ト
ぱ
ん
ぷ
き
ん

  大
森
南
）

今
井

 和
江

 （
郷
土
研
究

  蒲
田
）

今
崎

 牧
生

 （
心
療
内
科
専
門
医

  多
摩
川
）

岡
村

 紀
男

 （
じ
い
ち
ゃ
ん
ち

  上
池
台
）

川
西

 正
治

 （
田
園
調
布
一
丁
目
東
自
治
会
元
会
長
）

神
田

 礼
子

 （
大
田
し
あ
わ
せ
  東
馬
込
）

北
川

 鑑
一

 （
弁
護
士

  久
が
原
）

北
村

 小
夜

 （
仲
六
郷
）

桑
原

 幸
子

 （
山
王
）

國
府
方

 忠
雄

 （
大
身
連
顧
問

  東
雪
谷
）

島
方

 重
泰

 （
北
千
束
）

清
水

 建
夫

 （
弁
護
士

  南
馬
込
）

タ
カ
コ

 ナ
カ
ム
ラ

 （
料
理
家

  上
池
台
）

高
橋

 光
夫

 （
呑
川
の
会

  石
川
町
）

舘
野

 せ
つ
子

 （
消
費
者
活
動

  多
摩
川
）

福
石

   満
  （
元
大
田
区
職
員

  羽
田
）

藤
原

 瑠
美

 （
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
福
祉
研
究
家

  南
雪
谷
）

宮
田

 孝
子

 （
西
蒲
田
）

宮
野

 信
二

 （
羽
田
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
代
表

  羽
田
）

山
中

 菊
江

 （
元
教
員

  東
矢
口
）

吉
川

   知
  （
お
や
こ
カ
フ
ェ

 ヴ
ェ
ル
デ

  中
央
）

奈
須
り
え
さ
ん
は
、特
区
の
問
題
、食
物
の
安
全
、リ
サ
イ
ク

ル
の
問
題
、子
育
て
支
援
、介
護
、女
性
、子
ど
も
、働
く
人
、

中
小
企
業
を
応
援
す
る
と
い
う
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。明
る
く
て
、元
気
で
、へ
こ
た
れ
な
い
女
性
。多
く

の
人
に
寄
り
添
っ
て
、必
ず
行
動
し
、解
決
を
し
て
い
く
素
晴

ら
し
い
人
で
す
。大
田
区
議
会
に
必
ず
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
立
場
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
拍
手

を
お
く
る
も
の
で
す
。国
の
政
治
が
硬
直
し
、ま
す
ま
す
力
が

強
く
声
が
大
き
な
も
へ
な
び
い
て
い
る
の
に
対
し
、地
方
自
治

体
か
ら
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、信
頼
と
連
帯
、相
互
扶
助
の
社
会

を
共
に
作
れ
る
人
で
す
。

世
田
谷
区
長

 保
坂
 展
人

●
 「給
付
型
奨
学
金
」で
す
べ
て
の
子
ど
も
に
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
を！

●
 大
田
区
の
責
任
で
介
護
予
防
！

●
 環
境・
歴
史・
文
化
を
ま
も
れ
る「
ま
ち
づ
くり
条
例
」に！

●
 放
射
能
、農
薬
、遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
、添
加
物
な
ど
の
安
全
性
を
守
る
た
め
の

　
  「（
仮
）大
田
区
食
品
安
全
委
員
会
」で
食
を
守
る！

●
 「
国
家
戦
略
特
区
＊」で

進
む
教
育・
医
療
・水
道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
民
営
化
に

N
O

!
　
＊
民
間
事
業
者
中
心
に
規
制
緩
和
を
決
め
る
。大
田
区
も
特
区
に
指
定

●
大
田
区
発
注
の
仕
事
を
区
内
の
中
小
企
業
や
市
民
事
業
が
支
え
、区
民
の
雇
用
や
経
済
を
守
る

!

一
人
で
も
、年
を
と
っ
て
も
、障
が
い
が
あ
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
大
田
区
に
！

弁
護
士
・
元
日
本
弁
護
士
連
合
会
会
長

 宇
都
宮
健
児

安
倍
政
権
の
暴
走
か
ら
大
田
区
民
の
命

と
く
ら
し
を
守
る
大
田
区
政
を
確
立
す
る

た
め
に
も
、奈
須
り
え
さ
ん
を
応
援
し
て
い

ま
す
。 

奈
須
り
え
さ
ん
は
、こ
れ
か
ら
新
し
い
市
民

の
政
治
勢
力
を
つ
く
っ
て
い
く
な
か
ま
で
す
。

奈
須
り
え
さ
ん
の
持
っ
て
い
る
知
識・能

力・
地
域
へ
の
愛
情
と
情
熱
を
、ぼ
く
も
学
び
た

い
と
思
い
ま
す
。

参
議
院
議
員

  山
本
太
郎

N
asu Rie N

EW
S

vol.3

10 年
の

確
か
な
実
績

と
実
力

私
た
ち
も
奈
須
り
え
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

奈
須
り
え
の自
己
紹
介
で
す
。

奈
須
り
え
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

フ
ェ
ア
な

民
主
主
義
を！



奈須りえ
［事務所］〒143-0024 東京都大田区中央2-11-5
TEL.03-6303-8671  FAX.03-6303-8672
Mai l .of f ice@nasur ie.com

大田区議会議員／市民政策アナリスト

1961年  東京都生まれ
●東洋英和女学院高等部卒業
●東洋英和女学院短期大学卒業
●青山学院大学卒業
●大田区立調布大塚小学校PTA副会長
1992～1997年  夫の転勤に伴い香港在住
2003年  大田区議会議員初当選 現在4期目
■市民シンクタンクまちづくりエンパワメント
■景観と住環境を考える全国ネットワーク
■呑川ネットワーク連絡協議会
■戦争をさせない1000人委員会
家族構成●夫、子ども3人（長男、男女の双子）
大田区北千束在住

区政情報をお届けしています。みなさまのご意見を奈須りえにおよせください。

二年ぶりに区議会に復帰しました!
4月26日の統一地方選挙で7586票をいただき、定数
50人のところ2位で当選いたしました。いただきました票の
重みをしっかりとうけとめ、活動してまいります。

奈須りえホームページ： http://nasurie.com
奈須りえブログ： http://ameblo.jp/nasurie/

ツイッター／facebook でも情報発信中！

Profile

NEWS奈須りえ
大田区議会議員 奈須りえ［ニュースリリース］vol:4  発行者：フェアな民主主義 内部討議資料

フェアな
民主主義を！

大田区議会議員

す
な

会
時
臨
回
一
第
会
議
区
田
大

人
の
事
工
替
架
橋
込
馬
新、
で

０
０
０
７
約
分
昇
上
等
費
件

報
う
い
と
た
し
額
増
を
円
万

。
た
し
ま
り
あ
が
告

件
人
の
こ、
ろ
こ
と
た
し
疑
質

が
分
昇
上
ど
な
費

、

で
場
現

支
に
け
請
下
や
ち
た
方
く
働

し
る
す
認
確、
を
か
た
れ
わ
払

ま
り
か
わ
が
と
こ
い
無
の
み
く

。
た
し

事
工
設
建、
は
省
通
交
土
国

金
賃
な
切
適
「の
ち
た
方

水加
険
保
会
社
「や
」
保
確
の
準

な
り
あ
で
題
課
が」
底
徹
の
入

企
た
げ
上
き
引
を
金
賃、
ら
が

題
課
ど
な
る
ま
ど
と
に
は
業

い
て
し
摘
指
を
と
こ
る
あ
が

。
す
ま上

け
な
れ
わ
払
支
が
分
昇

、
は
ど
な
料
険
保
会
社
ば
れ

担
負
が
業
企
小
中
の
け
請
下

つ
に
産
倒、
ず
得
を
る
ざ
せ

な
く
き
大
も
性
能
可
る
が
な

の
ら
か
場
現
な
う
よ
の
記
下

。
す
ま
り
あ
も
声

コ
ネ
ゼ
手
大

上
（ン

位
24
）
社

通
見
算
決
の

前、
益
増
収
増
で
計
合、
は
し

で
高
上
売
り
よ
度
年

・

で
益
利
業
営、
増
％

・
別
選
は
事
工
間
民。
す
で
増
％

変
計
設
は
事
工
共
公、
注
受

上
き
引
価
単
務
労
計
設
と
更

を
率
益
利
粗、
共
間
民・
共
公

は
益
利
純、
せ
さ
昇
上
幅
大

、

よ
度
年
前、
円
億

り

・

た
私。
す
で
増
％

反
ま
ま
の
そ
は
に
金
賃
の
ち

内
と
金
当
配
主
株、
ず
せ
映

。
す
ま
い
て
れ
さ
回
に
保
留
部

対
に
体
治
自
は
省
通
交
土
国

大。
す
ま
い
て
め
求
を
導
指
し

下
や
方
く
働
で
場
現
は
区
田

わ
払
支
に
実
確
に
者
業
け
請

で
き
べ
る
作
を
み
く
し
る
れ

。
す

賃金など上昇分
約7,000万円は誰の手に？

れ
離
を
会
議
区
田
大
間
年
二

。
た
し
ま
き
ろ
ど

り
取
の
見
意
数
少、
と
も
と
も

会
議
る
あ
が
題
課
に
方
げ
上

ら
さ
が
れ
そ
、
が
た
し
で
営
運

。
す
ま
い
て
し
退
後
に

の
見
意
数
少
な
ま
さ
ら
か
あ

然
き
て
し
対
に
れ
そ
と
除
排

な
く
弱
が
力
う
か
向
ち
立
と

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

ば
れ
す
除
排
を
見
意
数
少

へ
義
主
裁
独

か
肢
択
選
の
く
多、
は
決
数
多

選
を
」
の
も
い
な
少
の
題
問
も

見
意
数
少
、
が
す
で
み
く
し
ぶ

択
選
の
そ、
ば
れ
れ
さ
除
排
が

え
み
が
題
課
、
れ
ら
め
狭
は
肢

。
す
ま
り
な
く
く
に

、
ば
れ
れ
さ
除
排
が
見
意
数
少

。
す
ま
み
進
と
へ
義
主
裁
独

こ
い
な
い
て
れ
さ
識
意
り
ま
あ

運
会
議
は」
派
会
「、
が
す
で
と

存
う
い
を
の
も
く
き
大
上
営

。
す
で
在

に
会
時
臨
回
一
第
の
後
挙
選

の
営
運」
派
会
「の
こ
、
て
い
お

題
問
る
が
上
び
か
浮
が
題
課

。
た
し
ま
き
起
が

案
提
書
見
意
の
へ
案

い
て
れ
さ
議
審
で
会
国
、
在
現

書
見
意
る
関
に
案
法
保
安
る

う
そ
出
を

と
12

を
案
議
で
人

ら
と
を
決、
ろ
こ
と
た
し
出
提

な
き
で
が
と
こ
る
す
出
提
、
れ

、
て
い
お
に
会
員
委
営
運
会
議

、
党
明
公、
党
民
自、
り
と
を
決

か
い
な
が
性
急
緊
「が
党
主
民

き
べ
う
扱
り
取
で
会
時
臨」
ら

。
た
し
ま
し
と
い
な
で

議
て
し
と
人
一の
者
案
提
も
私

わ
か
か
も
に
た
し
出
提
を
案

加
参
に
会
員
営
運
会
議、
ず
ら

に
私
の
派
会
人
一
い
な
き
で

に
と
こ
い
な
え
加
に
程
日
、
は

長
議
ら
す
明
説
う
い
と
た
し

。
た
し
で
ん
せ
ま
り
あ
ら
か

る
え
加
に
程
日
事
議、
で
こ
そ

　。
た
し
ま
け
か
を
議
動
う
よ

し
決
採
が
長
議
、
果
結
の
そ

、

12

そ、
を
案
議
た
し
出
提
で
人

外
以
れ

の
38

が
性
急
緊
「が
人

せ
ま
せ
さ
議
審
て
し
と
」
い
な

。
た
し
で
ん

ば
れ
す
除
排
を
見
意
数
少

会
議
る
す
化
骸
形

を
案
議
た
れ
さ
出
提

に
事
議
「

こ
る
え
加

と 

」「
緊
急
性
が

有

い
な
か
る

」
か

す
論
議
、
を

前
る

れ
ら
め
決
で
決
数
多
に

し
付
送
を
案
議
が
員
議

あ
が
性
急
緊
「
で
と
こ
た

な
え
支
し
差
て
し
と
る

方
地
が
の
う
い
と」
い

。
す
で
釈
解
の
法
治
自

、
ら
な
る
す
い
払
前
門
を
論
議

。
す
ま
し
化
骸
形
は
会
議

に
さ
ま
、
ま
い、
は
案
法
保
安

る
す
要
を
性
急
緊
の
中
行
進

論
議
の
で
こ
こ
、
り
あ
で
題
問

ら
さ
を
論
議
の
民
区
田
大
が

。
ん
せ
ま
れ
し
も
か

こ
い
な
し
重
尊
を
見
意
数
少

、
が
と
こ
な
切
大
、
り
よ
に
と

で
い
無
は
と
こ
う
い
と
る
い
て

た
け
か
を
議
動
が
え
り
須
奈

会
員
営
運
会
議、
り
よ
に
と
こ

区
田
大
、
ず
ら
な
み
の
員
委
の

民
「、
し
対
に
員
全
員
議
会
議

」
か
き
べ
る
あ
う
ど
は
義
主
主

 VS?

MAP

大田中央一
郵便局

大森赤十字
病院

大田文化の森バス停

大田
文化の森

区立
入新井
第二小学校

池上
通り

春日橋
交差点

大森

七
環

奈須りえ事務所

vol.42015 夏

7,586票

2位

安保法制意見書（案）を門前払い!

と
題
課
の
急
緊
を
制
法
保
安
「

を
題
問
う
い
と
」
か
る
え
ら
と

ま
り
な
に
ち
た
か
た
う
問

。
た
し

さ
返
り
繰
が
と
こ
た
し
う
こ

は
え
り
須
奈
、
う
よ
い
な
れ

・
言
発
め
た
る
げ
広
ら
か
区
田

。
す
ま
り
い
ま
て
し
動
行

フェア民

区議会だよりには
フェア民で掲載されます。

ティーパーティー始めました。
【ティーパーティー】
毎月　第一水曜日　19：00～
　　　第四木曜日　10：00～

中央事務所で奈須りえをかこみ気軽な井
戸端会議、ティーパーティーを行います。

参加費￥300
＊やむを得ず、急きょ予定が変わることもありますので、
念のため事務所にご連絡ください。

フェアな民主主義 奈須りえ［ボランティア］募集！
大田区を良くしていきたい、私たちの声を政治に届けたいと思っている皆さんとともに奈須りえは活動
しています。奈須りえともに活動してくださるボランティアのみなさんを募集しています。
●連絡先：大田区中央2-11-5  TEL.03-6303-8671  FAX.03-6303-8672   office@nasurie.com

【7月・8月・9月の予定】
7月 1日（水）  19：00～
7月23日（木）  10：00～
8月  5日（水）  19：00～
8月27日（木）  10：00～
9月  2日（水）  19：00～
9月24日（木）  10：00～

Information
内田樹さん講演会＆奈須りえと対談
「やっぱりあきらめられない民主主義」

内田樹  プロフィール
1950年東京生まれ。東京大学文学部仏文科卒。神戸
女学院大学文学部助教授、同教授を経て、2011年退
職。神戸市内に武道と哲学研究のための学塾凱風館を
設立。
専門はフランス現代思想、武道論、教育論。

に著近。どな』論争戦の場街『』学理倫のいらめた『に書著
戦本日『、）著共のとかほ一清田鷲（』義主性知反の本日『
』論化文ヤダユ・版家私『。）著共のと聡井白（』論史後 で

第六回小林秀雄賞、『日本辺境論』で2010年新書
大賞。文筆活動全般について第三回伊丹十三賞を受賞。
凱風館館長、神戸女学院大学名誉教授。

会派、所属委員会がきまりました。
会派、所属委員会がきまりました。
【会派】
会派を結成できるよう努力しましたが、
一人会派「フェアな民主主義」として当面の間活動いたします。
奈須りえの議会での賛否や活動は、区議会だよりなどに、
フェアな民主主義（略）フェア民と記載されます。
【所属委員会】
常任委員会　都市整備委員会
特別委員会　羽田空港対策特別委員会

カンパの
お願い

無所属の奈須りえの活動はみなさまのカンパと
ボランティアに支えられています。
▶振込先▶ゆうちょ銀行　記号：00130-9-665062
　　　　　名前：奈須りえ後援会

《要申し込み》
氏名、連絡先を添えてお申込みください。
申込者を優先させていただきます。

Nasu Rie NEWS vol.4

フェアな
民主主義を！

さ
選
再、
れ
さ
催
開
が
会
時
臨

策
政
要
重
の
長
区
原
松
た
れ

さ
出
提
て
し
と
算
予
正
補
が

。
た
し
ま
い
行
を
議
審
れ

で
ま
て
し
崩
り
取
を
金
貯

？
題
課
る
あ
性
急
緊
う
行

政
財、
は
源
財
の
算
予
の
回
今

し
崩
り
取
の
金
基
立
積
整
調

政
区、
は
金
基
整
調
政
財。
す

確
を
営
運
政
財
な
的
画
計
の

今。
す
で
金
貯
の
め
た
る
す
保

調
政
財、
は
算
予
正
補
の
回

で
ま
て
し
崩
り
取
を
金
基
整

急
緊
つ
か
的
礎
基
「き
べ
う
行

と
だ」
業
事
る
有
の
性

な
い
ま
い
あ
の
拠
根

算
予

、
は
に
算
予
正
補
の
回
今

予
な
い
ま
い
あ
の
拠
根

し
ま
れ
ら
見
く
多
が
算

い
ま
い
あ
が
拠
根。
た

急
緊、
は
と
こ
う
い
と

判
か
う
ど
か
る
あ
が
性

こ
う
い
と
い
な
き
で
断

。
す
ま
り
あ
も
で
と

て
め
決
も
方
い
使

に
の
い
な
い

億

万
円

場
工
た
し
化
朽
老、
ば
え
と
た

購
地
土
の
め
た
の
え
替
て
建

て
し
と
費
入

億

。
す
ま
い
て
し
上
計
を
円
万

と土
の
こ、
は
区
田
大、
が
ろ
こ

る
す
用
活
に
う
よ
の
ど
を
地

　
　。
す
ま
い

の
る
す
設
建
が
区
田
大
を
物

、
か
の
る
す
設
建
が
者
業
事
か

事
一
を
地
土
の
㎡

て
し
割
分
か
の
う
使
で
者
業

し
も
か
る
す
換
交
地
土、
ば
れ

用
活
地
土
な
瞭
明
不●

目
用
公
「を
地
等
一
前
駅
森
大

そ、
ら
が
な
し
換
交
地
土
で」
的

民
え
か
に
幅
大
を
的
目、
後
の

者
業
事
間

に
50

地
借
期
定
の
年

し
貸
て
し
と」
産
財
通
普
「で
権

。
る
け
付●

に
く
近
所
役
区
目
丁
五
田
蒲

地
土
な
い
ま
い
あ
の
的
目
用
使

せ
さ
置
放
間
期
長、
し
入
購
を

、
り
よ
に
摘
指
の
私、
く
げ
あ
た

、
し
備
整
を
場
輪
駐
く
や
う
よ

。
却
売
に
者
業
事
間
民、
局
結●

羽
田
空
港
の
跡
地
は

査
調
て
け
か
円
万

て
し
託
委

コ

に
も
と
と
す
示
を
ン
ラ
プ
る
作

盛
に
案
提
の
区
特
略
戦
家
国

も
拠
根、
然
突、
ら
が
な
み
込
り

を
的
目
の
用
活
地
跡
ず
さ
示

大

。
う
ま
し
て
え
変
く
き

、
た
し
う
こ

、
は
例
事
な
瞭
明
不
る
関
に
地
土

。
す
ま
り
あ
ん
さ
く
た
も
に
か
ほ

工
「ら
か
す
で
区
田
大
た
し
う
こ

い
と」
進
促
ど
な
え
替
て
建
場

、
で
け
だ
葉
言
な
い
ま
い
あ
う

大

る
す
資
に
業
産
の
区
田

購
地
土

断
判
か
う
ど
か
入

せ
ま
き
で
底
到
は
と
こ
る
す

で
明
説
な
い
ま
い
あ。
ん億

土
の
も
円
万

行、
は
と
こ
す
許
を
入
購
地

で
様
同
も
任
委
紙
白
の
へ
政

者
有
所
地
土、
も
か
し。
す

急
緊
に
得
取、
で
都
京
東
は

あ
も
で
け
わ
る
す
要
を
性

に
確
明
を
針
方、
り
練
を
ン

借
ら
か
都
京
東
ら
か
て
し

討
検
め
含
も
と
こ
る
り

す
で
い
な
は
で
の
い
よ
ば
れ

しぐ
ら
揺
・
用
雇
る
す
化
動
流

、
年
今

、
も
児
機
待
の
園
育

保
模
規
小

な
い
な
し
入
算
を
方
の
中
業

法
方
ト
ン
ウ
カ
の
児
機
待
ど

字
数
る
よ
に
と
こ
た
え
変
をカ

ウ
ン
ト
す
れ
ば

人

。
す
ま
り
な
に

刻
深
が
題
問
の
児
機
待
は
国

所
育
保
証
認、
に
び
た
る
な
に

入
に
数
童
児
機
待
を
者
所
入

仕
の
ト
ン
ウ
カ、
ど
な
い
な
れ

え
替
り
す
を
題
問、
え
変
を
方

。
た
し
ま
き
て

機
待
の
け
か
せ
み
の
上
面
表

の
所
育
保
証
認
と
所
育
保
可

の
民
区
ど
な
境
環
や
料
育
保

状
な
平
公
不
る
い
て
れ
か
お

。
ん
せ

い
い
言
と
体
主
営
運
な
様
多

選
を
園
育
保
は
民
区、
が
す
ま

。
ん
せ
ま
り
あ
に
況
状
る
べ

さ
を
用
雇、
は
和
緩
制
規
の
国

う
よ
せ
さ
化
動
流
に
ら

療
医。
す
ま
い
て
し
と

に
野
分
長
成
済
経
を

、
で
と
こ
た
け
づ
置
位

は
料
険
保
療
医、
後
今

も
と
と
る
が
上
に
ら
さ

る
れ
さ
保
担
で
険
保
に

こ
る
す
小
縮
は
囲
範

。
す
ま
れ
さ
測
予
も
と

を
題
課
の
急
不
要
不

に
的
中
集
し
択
選

？
る
れ
さ
入
投
が
算
予

な
切
大、
そ
こ
ら
か
だ

、
が
す
で
治
政
の
区
田
大

択
選
「、
ぬ
ら
な」
位
順
先
優
「

不、
が
葉
言
う
い
と」
中
集
と

入
投
算
予
に
題
課
の
急
不
要

ま
組
り
取
来
本
が
区
田
大、
し

、
て
育
子
い
な
ら
な
ば
れ
け
な

て
し
り
送
先
を
題
課
の
障
保

ま
え
こ
聞
え
さ
に
訳
い
言
る
い

使
の
金
税
の
ま
ま
の
ま
い。
す

。
か
う

相変わらずの優先順位で子育て・介護は大丈夫？

??

白井聡さんとの対談本『日本戦後史論』（徳間書店）が
注目を集めている論客の内田樹さんが生まれ故郷の
大田区にいらっしゃいます。
現在、講演はお断りされているのですが、親しくなり
無理をきいていただきました。大変貴重な機会です。
内田樹節で心のモヤモヤを整理しにいらしてください。

●日時：2015年11月10日 18：30～
●場所：大田区民プラザ 
　〒146-0092大田区下丸子3-1-3
●参加費：￥1500
●申し込み先 :フェアな民主主義
　TEL :03-6303-8671　
　FAX :03-6303- 8672
　mail:office@nasurie. com　

土地



る
ま
泊
に
区
田
大
上
以
泊
７

？
人
国
外
な
ん
ど
は
の

や
し
な
て
も
お
な
的
庭
家

　

う
い
と
め
た
の
客
行
旅
人
国

約
の
客
行
旅
人
国
外
、
が
す

か
か
も
に
下
以
泊
６
は
分
半

泊
７
数
泊
宿
低
最
、
ず
ら
わ

。
す
ま
い
て
し
と
象
対
を
上
以

ど
な
制
体
火
防
な
配
心

業
館
旅、
は
泊
民、
も
か
し
　

の
そ、
が
す
で
和
緩
制
規
の
法対

そ、
館
旅
や
ル
テ
ホ、
は
象

し

て

所
低
や
者
給
受
護
保
活
生、の

者
得

い
ま
住
「

」。
す
で
所
宿
易
簡
る

の
市
崎
川

で
事
火
の
所
泊
宿
易
簡

10
名憶

記
は
の
た
れ
ら
な
く
亡
が

。
す
で
ろ
こ
と
い
し
新
に

の
者
得
所
低
な
配
心
で
泊
民

と
化
悪
劣
の
境
環
住

化
ム
ラ
ス
の
区
田
大

管
所
て
い
つ
に
所
宿
易
簡

　

た
せ
わ
合
い
問
に
府
閣
内
の

ひ、
ば
れ
な
に
泊
民
、
ろ
こ
とと

上
論
理
に
屋
部

は
100
泊
人法

。
す
で
う
そ
る
な
に

を
ど
な
準
基
生
衛
・
防
消

　

区
田
大
、
は
泊
民
た
し
和
緩

ど
外
以
域
地
用
専
居
住
の
内

不。
す
で
能
可
設
建
も
で
こ

常
日
が
者
泊
宿
の
数
多
定
特

ゴ、
で
と
こ
る
す
り
入
出
に
的

が
境
環
住
め
じ
は
輪
駐
や
ミ

化
ム
ラ
ス
が
区
田
大
し
化
悪

で
配
心
か
い
無
は
と
こ
る
す

指
の
え
り
須
奈
た
し
う
こ。
す

交
国
・
区
田
大
、
し
対
に
摘

、
携
連
と
防
消、
は
省
労
厚
・
省

積
面
住
居
り
た
当
人
一

3.3
、
㎡厳

を
出
け
届
の
所
泊
宿
易
簡

な
え
変
を
約
規
理
管
、
化
格

を
性
向
方
の
ど
な、
い
な
え
行

組
り
取
に
保
確
全
安
、
し
示

。
す
ま
い
て
し
と
う
も

る
守
が
制
規

境
環
・
権
人
・
全
安

和
緩
制
規
の
区
特
略
戦
家
国

問
境
環
や
全
安
る
れ
わ
失
で

庁
省
各
め
始
区
田
大
、
に
題

価
に
常
非、
は
と
こ
た
い
動
が

の
区
特。
す
で
と
こ
る
あ
の
値

て
い
つ
に
響
影
の
和
緩
制
規

。
す
ま
き
い
て
し
視
注
も
後
今

動
流
は
用
雇
に
逆、
ず
れ
さ
保

下
は
得
所、
し
化
規
正
非・
化

た
し
定
安
に
済
経、
で
方
一
　

声
の
民
区
る
め
求
を
し
ら
暮

跡
港
空
田
羽、
に
と
こ
い
い
を

々
数、
策
対
光
観、
策
対
業
企

部
一
は
金
税、
ど
な
ト
ン
ベ
イ
の

区、
が
す
ま
れ
流
に
者
業
事
の

と
用
雇
た
し
定
安
の
体
全
民

。
ん
せ
ま
り
あ
は
感

の
区
田
大
の
心
肝、
て
し
そ
　

護
介
も
て
育
子
る
あ
で
任
責

の
任
責
己
自
の
い
扱
費
私
も

。
す
で
と
こ
う
い
と

を
何
が
区
田
大、
そ
こ
ま
い
　

、
か
き
べ
む
組
り
取
に
先
優
最

だ
き
と
る
げ
上
を
声
が
民
区

［事務所］〒143-0024 東京都大田区中央2-11-5
TEL:03-6303-8671  FAX:03-6303-8672
E-Mai l : of f ice@nasur ie.com

1961年  東京都生まれ
●東洋英和女学院高等部卒業
●東洋英和女学院短期大学卒業
●青山学院大学卒業
●大田区立調布大塚小学校PTA副会長
1992～1997年  夫の転勤に伴い香港在住
2003年  大田区議会議員初当選 現在4期目
■市民シンクタンクまちづくりエンパワメント
■景観と住環境を考える全国ネットワーク
■呑川ネットワーク連絡協議会
■戦争をさせない1000人委員会
家族構成●夫、子ども3人（長男、男女の双子）
大田区北千束在住

区政情報をお届けしています。みなさまのご意見を奈須りえにおよせください。

奈須りえホームページ： http://nasurie.com
奈須りえブログ： http://ameblo.jp/nasurie/

ツイッター／facebook でも情報発信中！

内部討議資料

大田区議会議員 フェアな民主主義

NEWS
奈須
りえ危

で
債
国
字
赤
は
政
財
の
国

治
自
方
地
…
ど
れ
け
だ
的
機ど

る
得
り
あ
は
と
こ
う
い
と

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

？
率
担
負

担
負
民
国
的
在
潜
の
本
日
　

は）
債
国
字
赤
含
（率

約
52わ

言
と
祉
福
高
担
負
高。
％

は
約
58ず

わ
は
差
の
そ
ら
か
す
で
％

か

　。
す
で
％

る
い
て
け
か
を
金
お
な
大
莫

を
し
ら
く
た
し
心
安、
に
割

日
の
今
が
の
い
な
い
て
れ
ら
得

最、
で
状
現
の
区
田
大
や
本

い
と
祉
福
中
担
負
中
は
で
近

り
な
く
な
れ
わ
言
も
葉
言
う

。
た
し
ま

算
決
の
区
田
大、
が
ろ
こ
と
　

問
に
ら
さ、
と
る
い
て
み
を
書

り
か
わ
が
と
こ
な
刻
深
が
題

く
多、
み
進
が
化
営
民。
す
ま

立
民
や
育
保
証
認
が
民
区
の

払
支
を
料
用
利
に
ど
な
養
特

は
に
率
担
負
民
国、
で
い
扱
費

。
ん
せ
ま
れ
ま
含

私、
で
と
こ
む
進
が
化
営
民
　

担
負
税
の
で
ま
れ
そ
は
ち
た

き
て
し
担
負
で
金
税、
え
加
に

人
老
護
養
別
特
や
園
育
保
た

　。
す
ま
い

減
が
担
負
税、
ば
れ
あ
で

　

れ
さ
化
営
民、
は
い
る
あ、
るた

充
も
護
介
も
て
育
子、
分

に
境
環
る
き
で
心
安
て
し
実

。
ん
せ
ま
い
て

い
か
つ
あ
費
私
で
化
営
民

　

で
所
育
保
証
認、
ろ
こ
と
た
べ約

12

人
老
護
養
別
特、
円
億

約

、
円
億

vol.52016 春

大田中央一
郵便局

大森赤十字
病院

大田文化の森バス停

大田
文化の森

区立
入新井
第二小学校

池上
通り

春日橋
交差点

大森

七
環

奈須りえ事務所

で
設
施
者
害
障

約
13

に
円
億

も

の
区
田
大。
す
ま
り
ぼ
の

平
成
26

算
決
入
歳
度
年

は

、

以
れ
そ、
が
す
で
億

は
民
区
田
大
に
外

約

と
こ
る
い
て
し
担
負
も
円
億

る
げ
上
き
引
も
で
れ
そ

料
用
利
等
設
施・
料
育
保

れ
ら
げ
上
き
引
も
税
費
消

　

れ
こ
に
外
以
れ
そ、
が
す
ま

る
い
て
え
増
が
額
担
負、
ど
ほ

田
大、
在
現、
ず
ら
わ
関
も
に

や
料
育
保
に
ら
さ、
は
区

区を
料
用
利
め
じ
は
設
施
民

し
と
う
よ
げ
上
き
引
に
幅
大

。
す
ま
い
て

た
れ
離
け
か
と
活
生
民
区

で」
策
政
済
経
「

？
は
先
る
れ
流
が
金
税

政
済
経
に
治
政
は
ち
た
私

　

、
が
た
し
ま
き
て
し
待
期
を
策

確
も
得
所、
も
用
雇
た
し
定
安

、
ど
れ
け
だ
的
機
危
で
債
国
字
赤
は
政
財
の
国

？
夫
丈
大
は
区
田
大

－規制が守る大田区の環境・防災・まちなみ－
民泊の規制緩和で心配な大田区のスラム化！？

、
る
え
変
を
区
田
大

。
る
え
変
を
本
日

で
挙
選

！
集
結
民
市
り
よ
闘
共
党
野

は
項
条
態
事
急
緊
【

？』
項
条
権
裁
独
『

】

や
者
学
法
憲
の
数
多
的
倒
圧

違
法
憲
ら
か
家
門
専
の
法

反成
が」
法
保
安
「け
受
を
摘
指
の

参、
が
た
し
ま
し
立

挙
選
員
議
院
議

改
法
憲
の
後

急
緊
「で
正

」
項
条
態
事

が
声
う
い
と

い
て
め
始
出

急
緊
の
こ。
す
ま

、
て
い
つ
に
項
条
態
事

、
者
学
法
憲
の
鋭
気

学
大
都
首

は
授
教
准
太
草
村
木
の
京
東

急
緊
「で
材
取
の
聞
新
川
奈
神

政
で
い
ま
い
あ
が
容
内
の
態
事

な
に
大
強
て
め
極
が
限
権
の
府い

」

成。
す
ま
い
て
え
た
こ
と

立
開
を
会
国、
は
閣
内、
ば
れ
す

か

算
予、
り
た
し
税
増
も
て
く
な

可
が
と
こ
る
す
り
た
し
通
を

。
す
ま
り
な
に
能

、
は
て

か
ら
何
に
法
治
自
方
地

し
も
か
る
く
て
出
が
響
影
の

。
ん
せ
ま
れ

に
治
政
で
挙
選
【

を
声
の
民
市

】状
た
し
う
こ

、
け
う
を
況

議
参
の
年
今

挙
選
員
議
院

市
た
け
向
に

発
活
が
き
動
の
民

ペ
ス

民
市
う
い
と
ス
モ
デ
ポ
の
ン
イ

人
る
え
例
に
り
ね
う
な
き
大
の

選
で
な
ん
み
「も
私。
す
ま
い
も

民
市
で」
京
東）
ン
セ
ナ
ミ
（挙

、
し
集
結
が

げ
あ
を
声
に
治
政

る
な
に
え
ま
り
当
が
と
こ
る

。
す
ま
い

奈須なすりえ
大田区議会議員
市民政策アナリスト

［所属委員会］
常任委員会   都市整備委員会
特別委員会   羽田空港対策特別委員会

税金で支払い、民営化でさらに私費で払い、国民負担は限界！

フェアな
民主主義を！

P r o f i l e

大田区議会議員 奈須りえ［ニュース］vol:5 

＊財務省ＨＰを参考に作成

安全 防火 環境 まちなみ

規制のおかげ
で、安心な
ミンパクを！

に
気
が
音
の
機
行
飛、
近
最
　

か
ん
せ
ま
り
な

？

、
で
還
返
部
一
域
空
田
横
の
年

は
省
交
国、
が
す
で
機
行
飛
た

示
を
案
ぶ
飛
で
空
低
に
ら
さ

。
す
ま
い
て
し

め
決
り
取
の
間
の
と
省
交
国

出
へ
海
り
入
ら
か
海、
本
基
「

を
空
上
心
都、
れ
ら
破
が」
る

い
と
ぶ
飛
が
機
行
飛
で
空
低

を
例
ど
ん
と
ほ
も
で
界
世
う

て
し
と
う
お
行
を
と
こ
い
な
見

た
れ
漏
ら
か
機
空
航。
す
ま
い

の
氷
の
そ、
り
凍
で
空
上
が
水

く
て
ち
落
に
前
直
陸
着
が
塊

い
て
れ
わ
い
と
る
あ
が
と
こ
る

断
縦
を
地
集
密
心
都、
が
す
ま

落。
す
で
配
心
か
の
す
下
を
輪

ら
け
避
は
険
危
る
よ
に
物
下

は
府
政
ど
な
在
存
の
書
覚
解

お
て
き
て
め
進
で
在
不
民
住

除
用
適
の
法
止
禁
占
独、
り

関
の
と

。
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フェア民
ティーパーティーへのお誘い

【ティーパーティー】
奈須りえと一緒に井戸端会議
のようにお茶を飲みながら
気軽に話しませんか？

参加費￥300
場所：奈須りえ事務所
＊やむを得ず、急きょ予定が変わることも
ありますので、念のため事務所にご連絡
ください。

フェアな民主主義 奈須りえ［ボランティア］募集！
事務所までご連絡ください●連絡先：大田区中央2-11-5  TEL.03-6303-8671  FAX.03-6303-8672   office@nasurie.com

【3月～6月の予定】
3月 2日（水）  19：00～
3月 4日（金）  10：00～
4月 6日（水）  19：00～
4月 8日（金）  10：00～
5月11日（水）  19：00～
5月12日（木）  10：00～
6月 1日（水）  19：00～
6月 3日（金）  10：00～

市民のためのフェアな民主主義学校

大人のための社会科教室 開催中

定員：若干名
地方政治を良くしたいという熱い想いの持ち主募集！
講座は月２回程度（土曜日午前中・平日夜・早朝）

イベント
【NO！リニア】
▶3月26日（土）
「守れ！湧水 桜の洗足池 ゆっくりウォーク」
9:50（池上線長原駅集合）
10:00スタート　◎昼食代実費
「中央リニア新幹線 建設工事の大問題」 
13:30～16:00
講師：樫田秀樹さん
場所：消費者生活センター
参加費：¥500
主催：リニア市民ネット東京

講演
【あなたの家の上を
低空で飛行機が飛ぶ】
▶2月28日（日） 13:30～16:30
講師：航空評論家  秀島一生さん
場所：萩中集会所
参加費：500円
主催：羽田空港問題を考える会

集会
【子育て、介護、水道、教育、ごみ
ライフラインは自己責任？増税と小さな政府の矛盾】
▶3月27日（日）13：30～16：00
場所：消費者生活センター 大集会室
参加費：500円
主催：私たちのことを私たちが考える

映画
【日本と原発４年後】
▶4月29日（金）1回目 10：00～ / ２回目 13：30～
上映と河合監督トーク＆奈須りえと対談
場所：消費者生活センター
前売り券 ¥1,000 / 当日券 ¥1,200

～社会科がわかると毎日は楽しい♪～
第四金曜日10:00～　場所：蓮沼「きまぐれ八百屋  だんだん」
大田区東矢口1-17-9　池上線蓮沼駅から徒歩1分連絡先 03-3736-4006
▶4月22日（金）  5月27日（金）  6月24日（金）   参加費￥500
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フェアな
民主主義を！

▶2015年10月31日
＊羽田空港問題
「専門家から見た羽田空港
増便問題と飛行ルート変更」
基調講演 秀島一生氏

▶2015年11月5日
＊徹底検証
「大田区民泊条例」
宇都宮健児氏x内田聖子氏

▶2015年11月10日
＊内田樹氏講演会

▶2015年11月14日    
＊ストップ リニア中央新幹線

▶2015年12月12日
＊羽田空港問題と
日米地位協定  
前泊博盛氏　

2015年の
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［ミナセン東京シンポジウム］
ジャーナリストIWJ岩上安身氏と

［Stop リニアフェス］
歌とリズムで心に響く訴えを

［内田樹さん、平川克美さんと対談］
対談後の懇談

［「ニルスの国の高齢者ケア」出版記念会］
著者の藤原瑠美さんと

［2016年大田区新春のつどい］
大田区障害者団体のみなさんと

［福島原発ツアー昨年10月］
南相馬市「希望の牧場」にて
葛飾区議会議員みずま雪絵さんと

2 0 1 5 あなたの家のすぐ上を飛行機が飛ぶように！？　

NO!リニア
守れ!湧水 
桜の洗足池

大田区の75歳以上無保険者＝なんと約3000人！？
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療
医

抑
に
幅
大
を
び
伸
の
障
保
会

保
会
社
か
し
で
と
こ
る
す
制

。
ん
せ
ま
い
て
え
ら
と
を
障

保、
が
の
る
な
に
気
と
る
す
　

な
れ
入
も
て
く
た
り
入
に
険

。
す
で
者
険
保
無
い

行
め
始
区
田
大、
が
ろ
こ
と
　

。
ん
せ
ま
り
あ
が
タ

ろ
こ
と
た
し
算
試、
で
こ
そ
　

区
田
大

で

、

と
弱
人

。
た
し
ま
り
な
に
字
数
う
い

上
路
で
区
田
大、
の
い
合
り
知

医
る
い
て
し
援
支
を
者
活
生

伝
お
を
果
結
算
試
の
こ、
に
師

、
て
し
と
感
実、
ろ
こ
と
た
し
え

言
と
か
い
な
は
で
い
ら
く
の
そ

 

年
る
え
抱
を
安
不
に
体
身

　
代
の

い
と
険
保
無
が
弱
％

金
年、
害
障、
療
医、
用
雇

　

る
え
支
を
心
安
の
会
社、
ど
な

ま
い。
す
で
割
役
の
治
政
が
の

を
任
責
の
障
保
会
社
は
治
政

政
な
さ
小
で
化
営
民、
れ
が
の

は
担
負
税、
が
す
ま
い
装
を
府

、
り
が
あ

ス
り
通
の
事
記
面

国交省HP「羽田空港のこれから」説明資料をもとに、おおよその提案内容をまとめています。
※騒音値は、国土交通省が、過去のデータベースから推計した最大値。実際には重量や気象条件により異なる場合があります。

あな
たの
近所
や

学校
・・・

騒音
は大
丈夫
？　

今後の主な活動スケジュール

＊詳細は事務所まで直接ご連絡ください

国交省の示す飛行ルート案

くわしくは下のスケジュールをみてね！

まってます！

アルバム



げ
上
値
料
育
保

化
営
民
だ
ん
い
な
ら
な
く
安

受
「」
性
平
公
「は
区
田
大

　

ら
か
点
視
の
ど
な」
担
負
と
益

で
体
全
料
育
保
園
育
保
可
認

区
田
大、
め
決
を
げ
上
き
引
の

・明
公・
民
自
を
れ
こ、
は
会
議

で
数
多
成
賛
ど
な
新
維・
進
民

。
た
し
ま
し
決
可

、
り
減
が
担
負
区
田
大

が
合
割
担
負
者
用
利

費
営
運
園
育
保
る
い
て
え
増

る
め
占
に
費
経
営
運、
は
私
　

よ
の
ど
が
合
割
担
負
者
用
利

注
に
か
の
る
い
て
し
化
変
に
う

。
た
し
ま
み
て
し
目

の
前
化
営
民
　

年

に

、

負

、
が
す
で
合
割
担

は
に
年

、

え
増
に
％

てで
げ
上
き
引
の
回
今、
て
い

、

算
試
と
る
な
に
％

が
員
定
園
育
保。
す
ま
い
て
し

総
費
営
運、
め
た
る
い
て
え
増

な
の
方
仕
は
の
る
え
増
が
額

営
民
間
の
こ、
が
す
で
と
こ
い

用
利、
に
の
る
い
て
め
進
も
化

田
大、
り
が
上
が
合
割
担
負
者

。
ん
せ
ま
り
な
は
に
明

立
国、
は
私、
て
見
を
れ
こ
　

い
思
を
移
推
の
料
業
授
学
大

。
た
し
ま
し
出

年料
業
授
間
年
の
学
大
立
国
の

約
は

万

、
が
た
し
で
円
千

は
在
現

約
54

れ
こ。
す
で
円
万

せ
さ
担
負
で
料
業
授
が
民
国

同、
が
す
で
図
構
る
い
て
れ
ら

起
で
場
現
の
育
保
が
と
こ
じ

。
す
で
の
る
い
て
き

費
経
営
運、
で
定
改
の
回
今
　

る
か
か
の

料
育
保
の
児
歳

額
高
に
も
と
と
る
す
定
設
を

く
重
り
よ
を
担
負
の
層
得
所

を
れ
こ
は
区
田
大。
た
し
ま
し

て
け
受
を
益
受
う
い
と
育
保
「

な
い
て
け
受、
ら
か
だ
の
る
い

る
か
は
を
性
平
公
の
と
人
い

。
す
ま
い
て
し
明
説
と」
め
た

担
負
税
の
区
田
大、
し
か
し
　

用
利
を
け
つ
の
そ、
し
ら
軽
を

け
付
し
押
に
民
区
る
あ
で
者

名
は
と
性
平
公、
で
ち
た
か
る

。
す
で
り
か
ば

、
ず
ま、
ら
な
う
言
を
性
平
公
　

所
育
保
証
認
と
園
育
保
可
認

消
解
を
平
公
不
の
料
育
保
の

。
す
で
き
べ
す

分
収
増
税
増
の
め
た
の
育
保

が
円
億

に
発
開・
物
箱・
ト
ン
ベ
イ

　

改
の
体
一
位
三
の
権
政
泉
小

革

の
区
田
大
ら
か
国
が
育
保
で

、
り
な
く
な
が
源
財
き
付
も
ひ
の

増
で
化
率
定
の
税
民
住
分
の
そ

ど
な
る
れ
さ
税

年

ら
か

区
田
大
に
年

源
財
る
え
使
に
由
自
で
け
だが

。
た
し
ま
え
増
円
億

　

て
し
税
増
と
め
た
の
育
保

区、
は
区
田
大、
が
す
ま
い

政
70

業
事
念
記
の
年
周

ト
ン
ベ
イ
の
日
の
空、
円
万

蒲
蒲、
い
使
に
円
万

線

億

、
円
羽
田
空

港

開
地
跡

発

な
円
億

ど

。
す
ま
い
て
し
と
う
お
使
に

何た

き
引
を
料
育
保
は
区
田
大

　
上
げ

と
こ
る

で
億

い
で
ん
込
見
を
収
増
の
円
万

げ
上
き
引
は
料
育
保。
す
ま

任
責
己
自
で
食
強
肉
弱、
り
が

。
す
で
図
構
る
が
広
が
囲
範
の

の
体
主
務
責
う
担
を」
助
公
「

」
助
共
「や
」
助
自
「が
区
田
大

区
特
の
こ、
も
の
る
す
調
強
を

で
ん
進
が
和
緩
制
規
る
よ
に

あ
は
で
係
関
無
と
と
こ
る
い

。
ん
せ
ま
り

は
長
区
田
大
原
松

・
金
賃
低
で
区
特
略
戦
家
国

、
化
動
流
の
用
雇

く
ね
ま
騰
高
費
療
医

」
議
協
ひ
ぜ
「に
和
緩
制
規

、
は
長
区
田
大
義
忠
原
松

　

制
規
る
よ
に
区
特
略
戦
家
国

と
策
政
玉
目
の
長
区
を
和
緩

と
う
よ
め
進
に
的
極
積
て
し

圏
療
医
や
と
こ
る
め
る
ゆ
に

人
国
外、
と
こ
す
や
増
を
数
ド

を
為
行
療
医
で
本
日
に
師
医

是
て
い
つ
に」
と
こ
る
せ
わ
行

い
て
し
言
発
と
い
た
し
議
協
非

、
で
和
緩
の
制
規
用
雇。
す
ま

は
を
化
率
効
の
営
経
は
業
企

は
用
雇
の
民
区、
が
す
ま
れ
か

が
下
は
得
所、
り
な
に
定
安
不

師
医
人
国
外
し
や
増
を
数
ド

高、
ば
れ
す
に
能
可
を
療
診
の

を
点
拠
の
療
医
進
先、
療
医
度

品
薬
医
の
国
外、
が
す
ま
れ
作

を
げ
上
り
売
の
器
機
療
医
や

る
す
騰
高
が
費
療
医、
し
ば
伸

で
け
だ
る
れ
さ
想
予
が
と
こ

も
に
営
経
院
病
の
辺
周、
く
な

安、
用
雇
る
め
求
が
令
法

　

、
は
準
基
の
ど
境
環、
生
衛、
全

魔
邪
る
れ
ら
い
強
を
担
負
ト

、
が
ん
せ
ま
れ
し
も
か
在
存
な

ま
れ
そ、
ば
れ
す
和
緩
を
制
規

が
響
影
に
民
区
田
大
た
き
て

。
す
で
と
こ
う
い
と
ぶ
及

な
え
考
が
ち
た
私、
で
こ
そ
　

府
政、
が
の
い
な
ら
な
ば
れ
け

を
認
承
会
国
の
秋
の
年
今
が

。
す
で
Ｐ
Ｐ
Ｔ
る
い
て
し
指
目

め
た
の
益
利
家
資
投
も
Ｐ
Ｐ
Ｔ

政
済
経
る
よ
に
和
緩
制
規
の

と
国
と
国
は
Ｐ
Ｐ
Ｔ。
す
で
策

揮
発
を
力
効、
で
の
な
束
約
の

の
法
内
国、
は
に
め
た
る
せ
さ

略
戦
家
国。
す
で
要
必
が
正
改

整
法
内
国
の
Ｐ
Ｐ
Ｔ
は
区
特

。
す
ま
き
で
も
方
見
う
言
と
備 ［事務所］〒143-0024 東京都大田区中央2-11-5

TEL:03-6303-8671  FAX:03-6303-8672
E-Mai l : of f ice@nasur ie.com

1961年  東京都生まれ
●東洋英和女学院高等部卒業
●東洋英和女学院短期大学卒業
●青山学院大学卒業
●大田区立調布大塚小学校PTA副会長
1992～1997年  夫の転勤に伴い香港在住
2003年  大田区議会議員初当選 現在4期目
■市民シンクタンクまちづくりエンパワメント
■景観と住環境を考える全国ネットワーク
■呑川ネットワーク連絡協議会
■戦争をさせない1000人委員会
家族構成●夫、子ども3人（長男、男女の双子）
大田区北千束在住

区政情報をお届けしています。みなさまのご意見を奈須りえにおよせください。

奈須りえホームページ： http://nasurie.com
奈須りえブログ： http://ameblo.jp/nasurie/

ツイッター／facebook でも情報発信中！

内部討議資料

大田区議会議員

フェアな民主主義
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民
区、
た

の
部
一
「を
ど
な
令
法
の
々
数

め
た
の」
益
利
済
経
の
ち
た
人

的
極
積
を」
和
緩
制
規
「る
す

。
す
ま
い
て
め
進
に

域
区、
は
区
特
略
戦
家
国

　

よ
に
和
緩
制
規
た
し
定
限
を

経
の
め
た
の
家
資
投
国
外
る

。
す
で
策
政
済

、
て
い
お
に
本
日
家
国
治
法

　

規
「の
く
多
た
れ
ら
作
で
令
法

vol.62016 冬

大田中央一
郵便局

大森赤十字
病院

大田文化の森バス停

大田
文化の森

区立
入新井
第二小学校

池上
通り

春日橋
交差点

大森

七
環

奈須りえ事務所

存
に
め
た
る
守
を
権
人
的
本

和
緩
を
れ
そ。
す
ま
い
て
し
在

る
い
て
れ
ら
守
で
法、
ば
れ
す

に
備
防
無
は
利
権
の
ち
た
私

め
進
が
和
緩
制
規。
す
ま
り
な

広
が
帯
地
法
無、
ど
ほ
む
進
ば

！
撃
直
も
区
田
大

 

区
特
略
戦
家
国
と
Ｐ
Ｐ
Ｔ

の
!?

「保育料値上げ」 安くならないんだ民営化

奈須なすりえ
大田区議会議員
市民政策アナリスト

［所属委員会］
常任委員会   健康福祉委員会
特別委員会   羽田空港対策特別委員会

フェアな
民主主義を！

P r o f i l e

大田区議会議員 奈須りえ［ニュース］vol:6 

←。
す
ま
き
続
に
事
記
の
面
裏

外資

民営
化なのに

値上
げ…？

知ってますか ?

地域

▶2016年4月23日　
女性×政治＝社会をかえる！ 怒れる
女子会 私たちの声を議会へ

▶2016年4月26日 
宇都宮健児さんを囲んで語ろう 貧
困・くらし・原発・戦争 –どうする国政選挙

▶2016年4月29日
上映会「日本と原発 ４年後」

▶2016年5月4日
シンポジウム たねが危ない２

い
な
は
で
外
例
も
区
田
大

Ｐ
Ｐ
Ｔ

よ
に
和
緩
制
規
た
し
う
こ
　

だ
活
生
民
区、
は
策
政
済
経
る

従
の
そ
と
者
営
経、
く
な
で
け

な
き
大
も
で
形
う
言
と
員
業

。
す
ま
し
ぼ
及
を
響
影

建、
は
で
区
田
大、
ば
え
と
た
　

に
ど
な
達
調
品
物
や
事
工
設

限
に
者
業
内
区
田
大、
て
い
お

し
定

う
こ
は
Ｐ
Ｐ
Ｔ、
が
ろ
こ
と
　

ま
し
な
み
と
壁
障
済
経
も
限

が
本
資
国
外、
は
Ｐ
Ｐ
Ｔ。
す

る
き
で
加
参
に
約
契
や
札
入

だ
み
く
し
の
め
た
る
す
に
う
よ

事
象
対、
は
府
政。
す
で
ら
か

政
や
県
府
道
都
と
国、
は
業

い
て
し
明
説
と
る
限
に
市
令

協
「は
に
書
文
定
協、
が
す
ま

後
結
締
定

用
適
に
内
以
年

た
る
す
成
達
を
大
拡
の
囲
範

交
だ
ん
含
も
体
治
自
方
地
め

て
れ
か
書
と」
る
す
始
開
を
渉

治
自
ら
か
初
当、
ら
か
す
ま
い

田
大
て
い
て
し
と
象
対
を
体

な
烈
熾
は
札
入
や
約
契
の
区

性
能
可
る
れ
さ
ら
さ
に
争
競

。
す
で
き
べ
る
み
と
い
き
大
が

、
は
額
金
象
対
の
で
点
時
現
　

品
物

設
建、
円
万

億

建、
円
万

億サ
他
の
そ、
円
万

上
以
円
万

れ
ら
げ
下
き
引
が
額
金
り
が
広

生
民
区
や
者
業
事
内
区、
ば
れ

。
す
ま
し
大
拡
も
響
影
のへ
活

の
へ
本
資
国
外
の
達
調
共
公

化
得
所
低
・
金
賃
低
が
放
開

く
招
を

今後の主な活動スケジュール

フェアな民主主義 奈須りえ［政務活動ボランティア］募集！
事務所までご連絡ください ●連絡先：大田区中央2-11-5  TEL.03-6303-8671  FAX.03-6303-8672   office@nasurie.com

定員：若干名　地方政治を良くしたいという
熱い想いの持ち主募集！　講座は月1回程
度（土曜日午前中・平日夜・早朝）

奈須りえと一緒に井戸端会議のように
お茶を飲みながら気軽に話しませんか？

参加費￥300
時間：第1水曜日19:00～ 

第1金曜日10:00～
場所：奈須りえ事務所
＊やむを得ず、急きょ予定が変わることもありますので、念
のため事務所にご連絡ください。

毎月 第四金曜日 10:00～12:00　
参加費￥500  
場所：蓮沼「きまぐれ八百屋 だんだん」
大田区東矢口1-17-9 池上線蓮沼駅から
徒歩1分  
連絡先 03-3736-4006
＊やむを得ず、急きょ予定が変わることもありますので、念
のため事務所にご連絡ください。
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フェアな
民主主義を！

フェア民

区民の払った税金を区民のために効果的に使う仕組みを
大田区も直撃！  T PPと国家戦略特区（表面からのつづき）

い
と、
じ
同
は
人
く
働
で
場
現

Ｐ
Ｐ
Ｔ、
が
す
ま
き
聞
を
話
う

少
が
幅
利
の
け
請
孫、
け
請
下

。
ん
せ
ま

建、
路
道、
道
水、
は
後
今

　

あ
め
じ
は
を
ラ
フ
ン
イ
ど
な
物

、
て
い
つ
に
達
調
共
公
る
ゆ
ら

外
た
れ
い
に
野
視
も
化
営
民

能
可
る
き
お
が
争
競
の
と
資

。
す
で
の
い
高
が
性

経
由
自
ど
な
Ｐ
Ｐ
Ｔ、
は
私
　

く
無
が
壁
障
済
経
で
易
貿
済

の
野
分
る
け
う
を
響

が
つ

と
と
る
あ
で
達
調
共
公
の
こ

。
す
ま
い
て
え
ら

を
者
業
事
内
区
が
区
田
大

　

の
民
区、
は
の
た
き
て
し
先
優

で
達
調
の
内
区、
り
守
を
用
雇

区
に
も
と
と
る
わ
ま
が
金
お

育
く
き
大
り
よ
が
者
業
事
内

ら
か
る
い
て
し
待
期
を
と
こ
つ

。
す
で

事
な
き
大
の
模
規、
近
最

　

と
を
事
仕
の
区
田
大
が
者
業

模
規
の
の
も
の
そ
約
契、
る

平。
す
ま
え
見
に

成
２８

第
年

と
体
解、
は
で
会
例
定
回
三

可
が
案
議
注
発
括
一
の
設
建

て
れ
さ
決

ネ
ゼ
手
大。
す
ま
い

震
耐
の
所
役
区
田
大
た
し
注

上、
は
事
工
強
補

限
24

円
億

う
な
額
高
と

行
を
検
点、
え

ね
委
で
ま
繕
修
な
要
必
せ
わ

況
状
な
う
よ
の
任
委
紙
白
る

。
す
で

、
は
約
契
な
き
大
た
し
う
こ
　

資
国
外
ら
自
区
田
大
で
る
ま

し
を
備
準
の
放
開
場
市
に
本

。
す
で
う
よ
る
い
て

の
民
区
が
金
税
の
民
区

境
環、
え
支
を
済
経・
用
雇

！
を
み
組
仕
る
守
を
ど
な

雇
の
割
７
の
本
日、
し
か
し
　

小
中
は
の
る
い
て
え
支
を
用

。
す
で
業
企

怠
を
理
管
持
維
の
ろ
ご
日

　

を
事
工
模
規
大
て
め
と
ま、
り

る
す
注
発
に
者
業
事
模
規
大

め
ま
こ
に
者
業
事
小
中
の
域

大
く
長、
で
と
こ
る
す
注
発
に

管
持
維
の
物
建
の
民
区
に
切

べ
す
達
調
品
物。
き
べ
す
を
理

的
本
基
の
私
が
の
う
い
と
き

。
す
で
方
え
考
な

区、
り
守
を
活
生
民
区、
で
中

田
大
は
の
る
守
を
用
雇
の
民

。
す
で
務
責
の
区

　

化
由
自
易
貿
の
ど
な
Ｐ
Ｐ
Ｔ

由
自
を
約
契
や
札
入
り
よ
に

国
外
が
部一
の
金
税、
ば
れ
す
化

さ
資
投
再
し
出
流
に
家
資
投

。
ん
せ
ま
り
あ
は
証
保
る
れ

機
危
の
つ一
う
い
と
Ｐ
Ｐ
Ｔ
　

調
共
公
も
と
く
な
少、
に
機
を

定
安
で
内
区
「は
て
い
つ
に
達

調
内
区、
え
支
を
用
雇
な
的

」
る
す
資
に
済
経
環
循
で
達

と
と
こ
の
然
当
は
守
順
令
法
「

者
害
障、
り
守
を
境
環、
て
し

的
会
社
ど
な
る
え
支
を
用
雇

評
を
者
業
事
す
た
果
を
任
責

民
区、
ど
な
例
条
約
契
公・
札

さ
環
循
で
内
域
地
を
金
税
の

く
し
う
使
に
め
た
の
民
区
せ

。
す
で
要
必
が
み

▶2016年3月26日
NO！リニア ゆっくりウォークと樫田
さんの学習会レポート

▶2016年4月13日
受けとるだけじゃつまらない ミナセ
ンTV ～参議院選挙と市民メディアの
可能性～ 

▶2016年4月19日
国連が問題視する日本の「表現の不自
由と秘密保護法とメディアへの圧力」と
大田区政
～国際社会の視点から～ 
講師 藤田早苗氏：コメンテーター 武井由
起子氏：コーディネーター 奈須りえ

ティーパーティー
へのお誘い

市民のための
フェアな民主主義学校

大人のための
社会科教室 開催中

シンポジウム
【どうなってるの日本の水】
世界に逆行して進もうとしている水の民営化の状況を学びます
▶11月20日（日） 13:00～16:00
橋本淳司・内田聖子・ 奈須りえ
場所：明治大学 リバティータワー1101　資料代：500円

足立力也講演会
【軍隊のない国コスタリカに学ぶ平和・民主主義】
▶11月19日（土） 18:00～20:30
足立力也コスタリカ研究家・奈須りえ
場所：田園調布富士見会館多目的ホール
参加費：1,000円

イベント
【STOP リニア 訴訟を応援】
▶11月26日（土） 13:30～16:00
格調高い口頭弁論をした慶大名誉教授 川村晃生さ
んから現状報告や、私たちにできることを伺います。
場所：カフェヴェルデ  東京都大田区山王3-7-3　
連絡先：03-5709-7520

▶2016年5月14日
第41回マガ９学校「国会が100倍楽
しくなるホントの政治の話」
講師：山本太郎氏 ゲスト：雨宮処凛氏
▶2016年5月21日
東京自治問題研究所 記念公演 
国家戦略特区について
▶2016年5月24日
階猛さんと緊急事態条項についての
対談
▶2016年5月28日
No!リニアゆったりカフェ
（土）13:30～15:30

NO！リニア『ゆっくりウォーク』を振り返る
▶2016年6月5日
「東京は標的の村になる」

▶2016年6月8日
羽田空港問題国交省交渉
▶2016年6月19日
ピース会講演 
国家戦略特区について
▶2016年7月9日
パルシステム 国家戦略特区について
講演
▶2016年7月16日
大阪 水道民営化講演
▶2016年7月20日 
国交省交渉

▶2016年8月19日
全国政策研究集会2016in国立市
国家戦略と区とＴＰＰ講演
▶2016年9月17日　
NO！リニア ゆったりカフェ

やっぱり
あきらめられない
民主主義

水声社 
（共著）
内田 樹 
平川 克美 
奈須 りえ

世界 2016年11月号  

岩波書店
特集 首都の難問
─どう解決するか
［対談］ 
羽田空港
「海から入って海へ出る」を
手放すな
─新飛行ルート問題を考える 
奈須りえ（大田区議）
秀島一生（航空評論家）

2016年の
奈須りえ頑張ってます！！ 主なトピックと書籍紹介

書籍・
記事掲載図書
のご紹介

き
づ
つ
り
よ
面
表
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価
評
が
区
田
大
と
模
規
高
最
去
過
　

平
る
す

成
29

後
今、
が
す
で
算
予
度
年

大
を
金
借、
で
設
建
設
施
や
発
開、
は

ら
減
は
金
貯、
に
も
と
と
す
や
増
に
幅

あ
か
何、
も
か
し。
す
で
測
予
う
い
と
す

て
し
を
算
試
す
ら
減
ど
ほ
い
悪
が
気
景

。
す
ま
い

る
ま
集
の
収
税
番
一
で
本
日

体
治
自

の
一

め
た
の
誰、
は
区
田
大
つ

で
し
崩
り
切
金
貯
と
金
借

価
評
と
算
予
極
積

 

   ！？計
会
般
一、
は
算
予
　

、

億
円
、特
別

会
計

、

億
円
、

せ
わ
合

て

、

億見
を
入
歳、
が
す
で
円て

、

し
を
理
無
に
常
非

だ
ん
組
て

あ
な
だ
算
予

主
た
え
増。
す
ま
じ
感
と

借
が
由
理
な）

金
基
（金
貯
と）
債
区
（金

崩
り
取
の

上
値
の
料
用
使
設
施
や
料
育
保、
しげ

等
15

マ、
は
ま
い。
す
で
ら
か
だ
億

の
ど
な
税
民
区
別
特、
き
続
が
過
超
入

く
長
も
区
田
大
が
す
で
調
好
も
収
税

。
す
ま
い
て
見
と
い
な
か
続

成
26

、
も）
算
決
度
年

平
成
37

金
借
は
に
年

が
338

か
円
億

ら

988

は
金
貯、
え
増
に
円
億

、

か
円
億

ら
445

と
る
減
に
幅
大
と
円
億

。
す
ま
い
て
し
計
推

費
障
保
会
社
の
区
田
大
い
な
い

  

齢
高
期
後

者
 28 

も
で
増
％

  

か
ず
わ
は
費
障
保
会
社

増
％

わ
言
と
る
す
く
き
大
を
担
負
政
財
　

れ
る
75

平、
は
口
人
上
以
歳

成
27
ら
か

平
成
37
年
の
10

間
年

で
28

予
の
増
％

算
予
の
係
関
障
保
会
社、
が
す
で
測

経。
増
％

見
か
し
増
％

。
す
ま
り
な
に
気
も
の
い
な
い
で
ん
込

時
い
悪
が
気
景、
が
す
で
費
障
保
会
社田

も
て
く
悪
が
気
景

費
設
建
木
土
い
な
ら
減
に
な
ん
そ

長
成
済
経、
は
費
設
建
木
土、
方
一
　

で
10

に
間
年

、

円
億済

経、
が
す
ま
い
て
し
と
う
お
使
も

が

も
て
し
滞
停

、

円
億
と
185
億

円（

）

金
な
大
莫
ず
さ
ら
減
か
し

は
に
中
の
そ。
す
ま
い
て
し
保
確
を
額

落
が
物
に
の
る
い
て
り
足
は
度
強
震
耐

舎
庁
本
う
よ
い
な
ち

に
24

る
け
か
円
億

ら
れ
こ。
す
ま
い
て
れ
ま
含
も
費
事
工

要
必
も
で
て
し
慢
我
を
護
介
て
育
子
は

備
整
ラ
フ
ン
イ
き
な
意
合
の
と
民
区

　

合
の
と
民
区
、
ま
い、
え
う
の
そ

い
無
の
成
形
意

備
整
ラ
フ
ン
イ

、
が
画
計
の
ど
な

主）
長
区
（政
行

ら
作
々
次
で
導

か
す
ま
い
て
れ

た
し
う
こ、
ら

財田
大
に
ら
さ、
ば
れ
わ
加
が
担
負
政

は
後
最。
す
ま
し
化
悪
が
政
財
の
区

心
と
か
い
な
は
で
の
る
が
な
つ
に
税
増

。
す
で
配

へ
政
区
田
大
を
声
の
民
区

東
　

京
23

の
済
経、
は
区
田
大
の
区

財
番
一
で
本
日、
れ
わ
言
と
役
引
ん
け

必、
が
す
で
つ
一
の
体
治
自
い
良
の
政

抑
で
助
共
・
助
自
は
障
保
会
社
な
要

が
り
か
ば
ラ
フ
ン
イ
な
派
立、
れ
さ
制

区政情報をお届けしています。みなさまのご意見を奈須りえにおよせください。

ト
ン
ホ

区
田
大
の

財
政
話
の

フェアな
民主主義を！

大田区議会は「円滑な」審査を理由
に陳情の審査除外基準も増やしてしまい
ました。「ひとりでも多くの区民が傍聴
できるよう努めてほしい」という陳情も
不採択にしています。
区民の代わりに聴き発言するのが議会な
のに、これまでより区民の発言の機会を
制限し、区民に議論を見せる努力を怠る
議会で良いでしょうか。
いまこそ、「フェアな民主主義」が求められ
ています。

活動風景  2016年度下半期
区政雑感
議会改革に逆行する大田区議会

▶2016年12月19日
トランプ大統領でどうなる？
どうする日米安全保障
東京新聞半田滋論説委員

▶2017年1月7日
羽田空港飛行ルート変更問題
街頭活動  京浜急行雑色駅前にて

▶2016年11月5日
リニア中央新幹線建設で
揺れる大鹿村を見学

 ▶2016年11月20日
水道民営化を考える
「みんなで水ひろば」
キックオフ集会

▶2017年2月5日
「TPPと地方自治体」について講演
大塚愛岡山県議 
鬼木のぞみ岡山市議と

▶2017年3月11日
超党派が集まり
日本の選挙制度を考える
「選挙マルシェ」の司会をつとめる

▶水の日記念シンポジウム講演
「市民が考えるこれからの水道事業」

▶yahooニュース羽田問題取材協力

▶京都市水道労組  講演

▶全国フェミニスト議員連盟
機関紙「AFER」　
「TPPの自治体への影響」寄稿

▶ピープルズプラン研究所76号
「国家戦略特区と都市再開発」寄稿

▶としまの空を考える会　
羽田飛行ルート変更問題  講演

▶「正社員削減」竹信美恵子 著
インタビュー協力　   ・・・ほか多数

［事務所］〒143-0024 東京都大田区中央2-11-5
TEL:03-6303-8671  FAX:03-6303-8672
E-Mai l : of f ice@nasur ie.com

1961年  東京都生まれ
●東洋英和女学院高等部卒業
●東洋英和女学院短期大学卒業
●青山学院大学卒業
●大田区立調布大塚小学校PTA副会長
1992～1997年  夫の転勤に伴い香港在住
2003年  大田区議会議員初当選 現在4期目
■市民シンクタンクまちづくりエンパワメント
■景観と住環境を考える全国ネットワーク
■呑川ネットワーク連絡協議会
■戦争をさせない1000人委員会
家族構成●夫、子ども3人（長男、男女の双子）
大田区北千束在住

奈須りえホームページ： http://nasurie.com
奈須りえブログ： http://ameblo.jp/nasurie/

ツイッター／facebook でも情報発信中！
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 主な基金と特別区債残高の合計
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須
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付
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須
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蒲
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＊
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い
。

ご
近
所
散
歩

 ～
六
郷
用
水
を
歩
く
～

参
加
費
：
毎
月

 第
四
月
曜
日

 10:00
～

12:00 　
参
加
費
：
￥

500  
場
所
：
蓮
沼「
き
ま
ぐ
れ
八
百
屋

 だ
ん
だ
ん
」

大
田
区
東
矢
口

1 - 17- 9
池
上
線
蓮
沼
駅
か
ら
徒
歩

1 分
  

連
絡
先
：

03 -3736 -4006

大
人
の
た
め
の

社
会
科
教
室
開
催
中

夢
の
大
田
区
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
会
議
　

毎
月
第

2 日
曜
日

10 時
～

場
所
：
奈
須
り
え
事
務
所

＊
大
田
区
を
良
く
す
る
た
め
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
ま
す

市
民
の
た
め
の

フ
ェ
ア
な
民
主
主
義
学
校

デ
ー
リ
ー
東
北
、東
奥
日
報
、河
北
新
報
、山
形
新
聞
、福
島
民
報
、

新
潟
日
報
、山
梨
日
日
新
聞
、信
濃
毎
日
新
聞
、中
部
経
済
新
聞
、

京
都
新
聞
、神
戸
新
聞
、山
陰
中
央
新
報
、日
本
海
新
聞
、

山
陽
新
聞
、中
国
新
聞
、徳
島
新
聞
、愛
媛
新
聞
、高
知
新
聞
、

長
崎
新
聞
、熊
本
日
日
新
聞
、大
分
合
同
新
聞
、琉
球
新
報
     

・・・な
ど
30数

紙

奈
須
り
え
の
活
動
が

全
国
で
新
聞
に
掲
載
！！

＊
や
む
を
得
ず
、急
き
ょ
予
定
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

念
の
た
め
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

映
画
会

 



自、
が
化
朽
老
の
設
施
共
公

　

く
し
厳
が
政
財
し
少
減
が
口
人

経
度
高、
ず
ら
わ
関
も
に
る
な

施
共
公
た
れ
ら
作
に
期
長
成
済

的
中
集
が）
校
学
も
で
か
な
（設に

築
50

て
し
と
う
よ
ぎ
過
を
年

。
す
で
ら
か
る
い

の
か
ほ、
は
区
田
大
め
た
の
そ
　

効、
て
れ
入
に
中
の
校
学
も
設
施

て
し
化
合
複
を
校
学。
す
ま
い
て

な
く
良
は
境
環
育
教
の
も
ど
こ

上
向
は
力
災
防、
が
す
で
所
難
避築

      40

て
け
か
円
億
４、
も
で
年

、
も
で
物
建
た
し
修
改
震
耐

率
効
ば
れ
す
化
合
複
て
し
壊

的
？は

校
学
小
一
第
井
新
入

　

た
れ
ら
て
建
に
年

築
60

、
が
す
で
物
建
い
近
に
年

と
う
よ
れ
い
に
校
学
で
化
合
複

に
中
の
設
施
の
辺
周
る
い
て
し

、
は
築
40

進
推
等
平
女
男
の
年

区
田
大
。
す
ま
り
あ
も
家
の
い

後
今
、
は

45

総
設
施
、
で
間
年

量

ね
概
の）
積
面
床
延
総
（

と』
す
指
目
『を
減
削
度
程
割

え
使
だ
ま
だ
ま、
が
す
ま
い
言

、
ら
な
す
壊
を
物
建
る

割
程効

も
て
し
ら
減
を
積
面
床
度率

い
な
は
で
の
い
な
ら
な
に
化し

で

校
学
小
一
第

は
18

億
４
に
前
年

ば
た
し
修
改
震
耐
て
け
か
も
円

。
す
で
り
か

区政情報をお届けしています。みなさまのご意見を奈須りえにおよせください。

フェアな
民主主義を！

　民主主義を選挙だけで終わらせると独裁
になる恐れがあります。多数決で決めている
からです。
　どういう意見の中から、どう決めているか、
市民が関心を持たないと、多数派は、少数の
意見を尊重しなくなります。少数意見が尊重
されないということは、少数の発言の機会が
減り、主張が見えにくくなるということです。見
えにくい意見は選ぶことができません。これを
繰り返していくと、最終的に多数派という独裁
が可能になります。
　フェアな民主主義は、多様性を
尊重し、政治で起きていることを
市民に分かりやすく伝えます。

たった一人が
正しい時もある

フェアな民主主義とは、
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■呑川ネットワーク連絡協議会
■戦争をさせない1000人委員会
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た
新
に
中

建
、
ら
か
す
ま
り
わ
加
が
設
施

。
す
ま
り
な
に
高
割
は
ト
ス
コ
設

、
ば
れ
す
止
廃
を
設
施
の
辺
周
　

は
担
負
政
財
り
よ
る
て
建
つ
二

は
区
田
大
を
こ
そ、
が
す
ま
り
減

。
ん
せ
ま
い
て
し
に
か
ら
明

化
率
効
の
費
経
え
替
て
建

　

の
設
施
「ど
な
流
交
代
世
多、
や

は
て
し
と
方
え
考
は」
化
合
複

も
と
く
な
少、
が
す
ま
き
で
成
賛

け
だ
化
合
複
の
年
数
こ
こ

れ
み

負
い
重、
分
の
化
合
複、
ば

に
担

。
す
で
か
ら
明
は
の
る
な

な
ろ
い
ろ
い
に
地
敷
の
校
学

　

節
費
経
、
ば
れ
す
設
建
を
設
施

で
流
交
が
代
世
多
、
り
な
に
減

が
上
も
声
の
化
営
民
道
水
　

道
水
京
東
道
水
全
の
通
策
政

中
長
部
伝
宣
育
教
合
組
働
労

が
水
の
区
田
大、
に
ん
さ
崇
川

に
問
疑。

す
ま
き
だ
た
い
て
え
答

﹈
時
日
﹇10

月
14
日 

13
時
30

﹈
所
場
﹇

者
費
消
区
田
大

は
細
詳

り
あ
は
で
け
わ
る
な
に
場
る
き

。
ん
せ
ま

・
育
教
を
え
替
て
建

境
環
災
防

上
向

の

当
人
一、
を
え
替
て
建
の
校
学

　

、
る
げ
広
を
積
面
庭
校
り
た

防

き
り
あ
化
合
複
、
え
ら
と
と
ス

。
す
ま
み
望
を
画
計
い
な
は
で

学
習
会

学校

男女平等
推進センター

こわし
ちゃうの？

※赤帯は複合化済または計画有

児童数小学校 耐震
改修年

 大森東 164 1 28.48 S57 
 入新井第一 550 41 4.78 S33 H11

 王山 697 51 3.74 S46 H10
21H 63S 25.3 35 156 布調園田 

 東調布第三 323 25 6.22 S32 H10
 池雪 1,017 59 2.36 S33 H11
 赤松 451 45 4.3 S34 H12
 清水窪 273 23 6.31 S43 
 萩中 310 3 14.57 S48 

 雲出 554 38 4.96 S41 H10
 矢口西 714 57 3.06 S33 H11
 新宿 376 2 16.55 S46 H12
 大田区全体 ２８,５７３ - ５.７６ - -

一人当たり
運動場面積

順位

一人当たり
運動場
面積

校舎
築年数

保育園

高齢者
の施設

防災

教育

ギューギュー

　大田区立
全小学校の
データはこちらへ

区政情報をお届けしています。みなさまのご意見を奈須りえにおよせください。

学
計
加、
は
区
特
略
戦
家
国
　

で
け
だ
題
問
の
園
学
友
森
や
園

。
ん
せ
ま
り
あ
は

を
域
区、
は
区
特
略
戦
家
国
　

法
（し
和
緩
を
制
規
て
し
定
限律

）
て
し
と
い
良
て
く
な
ら
守
を

の
め
た
る
げ
あ
を
益
利
家
資
投

全、
は
区
田
大。
す
で
策
政
済
経

け
が
き
さ
に
国

年
旅
り
限
に
内
区
田
大、
ら
か
月

や
準
基
全
安
る
め
定
に
法
業
館

い
良
て
く
な
ら
守
を
準
基
生
衛

。
す
ま
い
て
め
始
を
泊
民
区
特

で
泊
民
区
特

配
心
の
化
悪
境
環
住

ま
地
宅
住
な
静
閑
が
区
田
大
　

か
と
こ
た
め
認
を
泊
民
区
特
で

能
可
の
泊
民
「は
ら
か
民
区、
ら

間
空
い
狭
「」
し
直
見
の
域
地
な

う
ま
し
て
め
込
め
詰
を
勢
大
に

直
見
の」
握
把
の
者
泊
宿
「」
準
基

を
応
対
な
実
誠
の
区
田
大
や
し

。
た
し
ま
れ
さ
出
が
情
陳
る
め
求

10月28日 14時 東急多摩川線鵜の木駅  
蒲田行改札口  集合    連絡先：090-2144-9076 (岩井）
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▶4月6日
沖縄と連帯するつどいにて

糸数慶子参議院議員と

▶6月1日
『正社員消滅』著者　
竹信三恵子さん講演会
【新自由主義の時に考える　
生きること・働くこと】

▶6月8日
山本太郎参議院議員と対談

▶6月22日
作家 内田樹氏、平川克美氏と

▶6月29日
加計学園だけじゃない！
どうなってるの？国家戦略特区
―農業、家事労働、医療…

▶7月20日
親子カフェヴェルデにて納涼会

▶8月1日
「脱・新自由主義を目指す勉強会」
第5回『雇用破壊を吹っ飛ばせ！』
加藤普介弁護士と対談

▶8月17日～19日
全国政策研究集会 in新潟

▶8月
岩波書店「世界」に
国家戦略特区の
てい談掲載
　

国家戦略特区は治外法権

まってます！

活動風景
2017年度

ン
イ
ラ
ド
イ
ガ
泊
民

問
疑
は
果
効
も
で
し
直
見

受
を
ら
れ
そ、
は
国
や
区
田
大
　

泊
民
が
合
組
理
管、
で
形
る
け

ど
な、
い
な
し
定
認
ば
れ
け
な
で

知
周、
や
化
格
厳
の
件
要
査
審

な
き
大
の
模
規、
善
改
の
法
方

を
駐
常
者
理
管
し
対
に
泊
民

、
ら
か
月
７
年
今
、
ど
な
る
め
求一

し
直
見
を
ン
イ
ラ
ド
イ
ガ
部

。
す
ま
い
て

と
こ
た
し
応
対
に
声
の
民
住
　

な
た
新、
が
す
ま
き
で
価
評
は

環
住
で
ま
こ
ど
で
ン
イ
ラ
ド
イ
ガ

て
い
つ
に
か
う
ど
か
る
れ
守
を
境

が
声
の
問
疑
も
ら
か
民
住、
は

例
条
り
く
づ
ち
ま
は
区
田
大
　

積
面
戸

を
25

い
て
し
制
規
と
㎡

住
り
た
当
人
一
は
泊
民、
が
す
ま

く
な
上
実
事
を
制
規
の
積
面
戸

こ、
近
最。
す
ま
い
て
し

の
25
㎡次

相
が
戸
住
る
回
下
く
き
大
を

大、
が
す
ま
い
て
れ
さ
設
建
で
い

破
を
制
規
ら
自
で
泊
民
が
区
田

て
き
て
れ
わ
失
が
力
制
強
の
へ
者

り
よ
声
の
民
区

先
優
が
益
利
家
資
投

一、
は
区
特
略
戦
家
国、
来
本
　

る
れ
わ
言
と
国
い
遠
て
く
近

　

こ
な
議
思
不、
が
す
で
国
韓

、
に
と

、
和
緩
制
規
る
よ
に
区
特

営
民

よ
じ
同
ど
な、
託
委
間
民
や
化

目
利
営
で
区
特、
は
で
国
韓
　

が
き
動
る
す
置
設
を
院
病
の
的

の
型
カ
リ
メ
ア、
が
た
し
ま
り
あ

住
ら
か
感
機
危
る
す
対
に
療
医

つ一
に
だ
未、
り
こ
お
が
動
運
民

ら
作
も
院
病
の
立
社
会
式
株
の

規
正
非。
す
で
う
そ
い
な
い
て
れ

安
不
る
よ
に
化
営
民
や
員
務
公

す
で
刻
深
も
得
所
低
や
用
雇
定

く
し
の
そ
に
国
全」
ば
れ
あ
が
果

、
は
区
田
大、
が
ろ
こ
と。
す
ま
い

を
声
の
そ、
ず
ら
わ
か
か
も
に
た

化
面
表
を
題
問、
ず
け
届
に
国

受
を
れ
そ。
た
し
で
ん
せ
ま
せ
さ

の
年
今
は
国、
け

月
に

泊
民
「

。
す
ま
い
て
せ
さ
立
成
を」
法
新

　

年

、
在
現
月

泊
民
た
れ
さ
定
認
で
区
田
大

は

43

の
数
複、
が
く
多
の
そ。
設
施

が
人
個、
て
い
て
し
録
登
を
戸
住

は
と
象
印
る
す
を
し
な
て
も
お
の

。
す
ま
い
違
く
き
大

規
正
の
員
務
公
規
正
非

化
・

医
で
区
特

療
の

題
問
化
利
営

公
規
正
非、
は
で
市
ル
ウ
ソ、
が

員
職
規
正
や
用
雇
期
無
の
員
務

上
を
金
賃
え
抑
は
ト
ス
コ
で
化

ま
い
て
げ
上
を
果
成
ど
な
る
げ

ン
ム
や
体
治
自
辺
周
に
既。
す

。
す
ま
い
て
し
ぼ
及
を
響
影

景
背
の
化
営
民
や
区
特、
で
方一
　

韓
「定
協
易
貿
由
自
が
の
る
あ
に米

離
の
カ
リ
メ
ア。
す
で」

ら
か
脱

乗
に
礁
暗
が
渉
交

国
米、
が
す
で
本
日
る
いて
げ
上
り

代二
が
臣
大
務
外
郎
太
野
河
と
表

－法律を守らず利益を得る投資家、困る住民－

投
国
外、
は
区
特
略
戦
家
国
　

。
す
で
策
政
済
経
の
め
た
の
家
資

外
た
れ
さ
禁
解
も
に
働
労
事
家

、
せ
か
働
く
安
を
者
働
労
人
国

い
ま
住
の
め
た
る
せ
わ
ま
住
く
安

さ
用
利
て
し
と

働
、
ら
な
る
れ

国
外
る
来
に
き

大
る
え
迎、
人の

方
双、
民
区
田

に
害
侵
権
人。

ん
せ
ま
り
な
か
ほ

悪
が
境
環
活
生
の
民
区
田
大
　

で
け
儲
金
が
家
資
投、
も
て
し
化

、
れ
さ
な
見
と」
果
効
「ば
れ
き

区
特
う
ま
し
て
し
化
実
事
成
既

。
す
ま

査
調

会
告
報

基調講演：水ジャーナリスト  橋本淳司氏
大田区の水報告：全水道東京水道労働組合

教育宣伝部長   中川崇
日時：10月14日  13:30～16:00
場所：大田区消費者生活センター講座室
主催：パルシステム東京  大田連絡会あけぼの会
共催：みんなで水ひろば

学習会 
どうなってるの大田区の水

「アメイジング・グレース」「朝日のあたる家」など
名曲に込められたメッセージから憲法のエッセンス
を読み解きます
［シンガー］

志田陽子  武蔵野美術大学教授（憲法、芸術法）
日本女性法律家協会副会長

石川真奈美  ジャズボーカリスト

日時：10月30日  18:30～20:30
場所：アプリコ小ホール
参加費：￥500

 楽しく聴いて知るコンサート

奈須りえと一緒に井戸端会議のように
お茶を飲みながら気軽に話しませんか？

参加費：￥300
時間：第1水曜日19:00～ 

第1金曜日10:00～
場所：奈須りえ事務所

ティーパーティー

日時：毎月第1月曜日 
10:00～12:00

参加費：￥500  
場所：蓮沼
「きまぐれ八百屋 だんだん」
大田区東矢口1-17-9
池上線蓮沼駅から徒歩1分  

連絡先：03-3736-4006　

大人のための
社会科教室開催中

せ
さ
速
加
を
論
議
の
易
貿
間
国

、
ど
な
る
れ
ら
じ
報
と
た
し
意
合

で
ち
た
か
う
追
が
本
日
を
国
韓自

。
す
ま
い
で
ん
進
が
化
易
貿
由

く
早
ち
い
に
区
特
略
戦
家
国
　

響
影
の
へ
区
田
大
た
げ
挙
を
手

調。
す
で
ろ
こ
と
る
な
に
気
も

、
ま
い
は
ち
た
私
、
ら
か
果
結
査

て
え
考
に
も
と、
か
き
べ
す
を
何

。
す
ま
い
思
と
い
た
き
い

﹈
時
日
﹇

月
24
　日

18

は
細
詳

 

ご近所散歩  ～  昭和のくらし博物館 ～

日時：9月24日  18:00～20:30
場所：文京区民センター  

文京区本郷4-15-15  春日駅徒歩2分、
後楽園駅徒歩5分、水道橋駅徒歩15分

参加費：￥500
主催：市民と議員による韓国政策調査の会

調査報告会
非正規公務員の正規化・
特区で医療の営利化問題

文学者の心で語る一枝さんの言葉を
聴きます。

講演：作家  渡辺一枝さん
日時：10月22日  

13:30～15:30
場所：エセナおおた  学習室
参加費無料

講演 
福島の空は
チベットに続く

アルバム
2017

＊念のため事前に事務所にご連絡ください。

と
民
市

派
党
超議

員
の

♪
♬

投資家
住民

nformationインフォメーション




